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特集

その他の特集
⃝民生委員・児童委員 ⃝道路環境を維持するために ⃝未来の水を守る！
⃝都城市消費生活センター ⃝特定健康診査
⃝今年度執行予定の選挙 ⃝住宅リフォーム促進事業

広報みやこのじょう

風水害への備えは大丈夫ですか？



本
市
観
測
史
上
最
大
の
総
雨
量

平
成
17
年
９
月
４
日
か
ら
６
日
に
か

け
て
襲
来
し
た
台
風
14
号
は
、
市
で
観

測
史
上
最
大
の
総
雨
量
７
９
１
㍉
を
記

録
し
ま
し
た
。
県
内
で
は
、
死
亡
者
数

13
人
、
全
壊
家
屋
１
、１
０
４
棟
の
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
梅
雨
や
台
風
の
シ
ー
ズ

ン
を
前
に
、
こ
う
し
た
災
害
か
ら
自
分

自
身
を
守
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
、
①

災
害
の
前
兆
を
知
る
こ
と
②
正
確
な
情

報
を
収
集
す
る
こ
と
③
早
め
の
避
難
を

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

一
瞬
で
す
べ
て
を
奪
う
土
砂
災
害

が
け
崩
れ
や
土
石
流
、
地
滑
り
な
ど

の
土
砂
災
害
は
、
一
瞬
で
人
命
や
財
産

を
奪
い
ま
す
。
土
砂
災
害
が
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
る
個
所
で
は
、
い
つ
災
害
が

起
き
る
か
分
か
ら
ず
、
工
事
を
し
て
強

固
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
な
ど
で
対
策
し

て
い
て
も
、
す
べ
て
の
土
砂
災
害
に
耐

え
得
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
平
成
17
年

の
台
風
14
号
で
は
、
県
内
の
死
亡
者
13

人
の
う
ち
11
人
が
土
砂
災
害
の
犠
牲
に

な
っ
て
い
ま
す
。
土
砂
災
害
危
険
個
所

で
は
、
大
雨
や
台
風
が
接
近
し
た
り
、

土
砂
災
害
が
起
き
る
前
兆
が
見
ら
れ
た

り
し
た
場
合
に
は
、
早
め
の
避
難
が
肝

心
で
す
。

災
害
は

忘
れ
た
こ
ろ
に
…

皆さんは、平成17年に襲来した台風14号の被害を今でも覚えていますか？
豪雨や土石流によって道路が寸断され、加えて農作物にも甚大な被害を及
ぼしました。この経験を忘れずに、テレビやラジオなどからの情報収集の方法
や避難所などを再度確認して万全の体制を整えておきましょう。

◎問い合わせ　危機管理課　☎23-2129

土砂に埋まった道路　国道222号 傾いた標識　都北町 冠水した道路　乙房町

【
写
真
】平
成
17
年
9
月　

台
風
14
号
に
よ
る
被
害
状
況

風水害への備えは
大丈夫ですか？
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土
砂
災
害
の
前
触
れ

人
的
被
害
を
出
さ
な
い
た
め
に
は
、

早
め
の
避
難
が
重
要
で
す
。
も
し
、
自

宅
付
近
で
裏
山
な
ど
に
次
の
よ
う
な
前

触
れ
を
見
掛
け
た
場
合
に
は
、
直
ち
に

安
全
な
場
所
へ
避
難
し
て
、
市
役
所
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

土
石
流　

山
鳴
り
や
立
ち
木
の
裂
け
る

音
、
石
の
ぶ
つ
か
り
合
う
音
が
聞
こ
え

る
。
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
、
川

の
水
位
が
下
が
る
。
川
の
水
が
急
に
濁

り
流
木
が
混
ざ
り
始
め
る
。
腐
っ
た
土

の
に
お
い
が
す
る

が
け
崩
れ　

地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き

る
。
沢
や
井
戸
の
水
が
濁
る
。
斜
面
か

ら
水
が
噴
き
出
す

地
滑
り　

が
け
か
ら
の
水
が
濁
る
。
が

け
に
亀
裂
が
入
る
。
小
石
が
ぱ
ら
ぱ
ら

と
落
ち
て
く
る

宮崎県では、気象情報や避難勧告・
指示の発令状況などの各種防災情報お
よび防犯情報などをメールで知らせる
システムを運用しています。ぜひ、こ
の機会に登録をお願いします。
登録方法は、携帯電話またはパソ
コンから宮崎県防災・防犯情報メー
ルサービス（アドレス http://www.
fastalarm.jp/miyazaki/）に直接アク
セスするか、下図のＱＲコードをバー
コードリーダーで読み取ってアクセス
してください。
※免責事項に留意の上、登録をお願いします

◎問い合わせ
県危機管理課
☎0985-26-7066
市危機管理課
☎23-2129

情
報
収
集
手
段
を
再
確
認

台
風
の
進
路
や
規
模
、
雨
量
な
ど
を

事
前
に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
か
ら
情

報
を
得
る
こ
と
で
早
め
の
避
難
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
風
水
害

が
起
こ
る
直
前
に
は
、
パ
ニ
ッ
ク
状
態

に
陥
り
、ど
こ
か
ら
情
報
を
得
る
の
か
、

ど
の
場
所
に
避
難
を
す
る
の
か
な
ど
正

し
い
情
報
を
得
る
こ
と
が
困
難
に
な
り

ま
す
。
日
常
生
活
の
中
で
、
ラ
ジ
オ

（
76
・
４
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）
や
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ（
デ
ジ
タ
ル
１
１
１
、１
１
２
チ
ャ

ン
ネ
ル
）、
市
や
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

避
難
情
報
は
三
段
階

本
市
で
は
、
風
水
害
な
ど
の
危
険
が

迫
っ
た
と
き
に
、
広
報
車
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
避

難
勧
告
や
避
難
指
示
な
ど
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
避
難
情
報

が
発
令
さ
れ
た
と
き
に
は｢

こ
れ
く
ら

い
な
ら
大
丈
夫｣

｢

被
害
は
出
な
い
だ

ろ
う｣

な
ど
、
自
己
判
断
を
せ
ず
に
早

め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
準
備
情
報
（
第
一
段
階
）

豪
雨
や
台
風
が
接
近
し
危
険
な
状
態

が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
発
令
し
ま

す
。
こ
の
際｢

貴
重
品
や
飲
食
物
を

準
備
し
て
、
早
め
の
避
難
を
し
て
く

だ
さ
い｣

な
ど
の
内
容
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
避
難
に
時
間
を
要
す
る
高

齢
者
な
ど
の
災
害
時
要
援
護
者
は
避

難
を
始
め
ま
し
ょ
う

⬇

避
難
勧
告
（
第
二
段
階
）

土
石
流
な
ど
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る

場
合
に
発
令
し
ま
す
。
こ
の
際｢

危

険
な
状
態
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
速
や
か
に
避
難
を
し
て
く
だ
さ

い｣

な
ど
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
地
域

の
人
は
、
指
定
さ
れ
た
避
難
所
へ
す

ぐ
に
避
難
を
し
ま
し
ょ
う

⬇
避
難
指
示
（
第
三
段
階
）

さ
ら
に
危
険
が
切
迫
し
た
場
合
に
発

令
し
ま
す
。
こ
の
際｢

危
険
で
す
。

直
ち
に
避
難
を
し
て
く
だ
さ
い｣

な

ど
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
も

し
、
指
定
さ
れ
た
避
難
所
へ
避
難
す

る
余
裕
が
な
け
れ
ば
、
近
隣
の
安
全

な
場
所
へ
避
難
す
る
な
ど
自
分
の
命

を
守
る
行
動
を
取
っ
て
く
だ
さ
い

県防災・防犯情報メールサービス

■災害時の問い合わせ
災害全般に関すること
自主避難に関する相談
災害救助資金融資制度
危機管理課 ☎23-2129
避難所に関すること
生活文化課 ☎23-7180
災害時要援護者
福祉課 ☎23-2980
保護課 ☎23-2764
道路交通情報（通行止めなど）
㈶道路交通情報センター

☎0985-25-2000
災害見舞金に関すること
福祉課 ☎23-2980
水道（断水など）に関すること
水道局 ☎23-4510
ごみ回収に関すること
環境業務課 ☎24-5560
浸水家屋の消毒に関すること
環境政策課 ☎23-2130
道路被害に関すること
都市計画課 ☎23-2762
維持管理課 ☎23-2752
停電に関すること
㈱九州電力都城営業所�☎0120-986-705
罹災証明に関すること
危機管理課 ☎23-2129
各総合支所総務課
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高千穂地区

椎葉・美郷地区 延岡・日向地区

西都・高鍋地区

宮崎地区

小林・えびの地区

日南・串間地区

気
象
庁
で
は
、
大
雨
な
ど
の
警
戒
の

種
類
や
対
象
地
区
を
分
か
り
や
す
い
よ

う
に
、
５
月
27
日
か
ら
気
象
警
報
や
注

意
報
を
市
町
村
別
に
発
表
す
る
予
定
で

す
。例

え
ば
、
今
ま
で
は
都
城
市
と
他
市

町
を
含
ん
だ｢

都
城
地
方｣

と
し
て
警

報
や
注
意
報
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
か
ら
は｢

都
城
市｣

と
し
て

発
表
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
特
に
警
戒
が
必
要
な
災
害
名

を｢

大
雨
警
報
（
土
砂
災
害
）｣｢

大
雨

警
報
（
浸
水
害
）｣

の
よ
う
に
警
報
名

と
合
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、詳
し
い
内
容
は
、気
象
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
国
土
交
通
省
防
災
情
報
提

供
セ
ン
タ
ー
の
携
帯
電
話
サ
イ
ト
に
掲

載
予
定
で
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

気
象
警
報
や
注
意
報
な
ど
が

市
町
村
別
に
発
表
さ
れ
ま
す

私
た
ち
消
防
団
は

市
民
の
生
命・財
産
を
守
り
ま
す

自
宅
は
妻
に
ま
か
せ
て

地
域
の
た
め
に

活
動
し
て
い
ま
す

鍛か
じ

屋や

辰た
つ

年と
し

さ
ん

（
高
崎
消
防
団　

団
長
）

5月27日〜　　（予定）

スタート
県内を8つの地区に
分けて発表

必要な市町村を
対象に発表

現在

◎
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.jm
a.go.jp/

◎�

国
土
交
通
省
防
災
情
報
提
供
セ
ン

タ
ー

携
帯
電
話
サ
イ
ト

http://w
w
w
.m
lit.go.jp/saigai/

bosaijoho/i-index.htm
l

◎インタビュー

火
災
の
消
火
活
動
だ
け
で
な
く
、
風

水
害
や
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
時

の
警
戒
や
救
助
活
動
を
行
う
都
城
市

消
防
団
。

今
回
は
、
平
成
17
年
の
台
風
14
号
の

経
験
談
と
災
害
に
対
す
る
心
掛
け
を

鍛
屋
辰
年
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

早
め
の
呼
び
掛
け
、早
め
の
避
難

あ
の
台
風
の
時
は
、
い
つ
も
よ
り

早
め
に
高
崎
町
役
場
に
消
防
団
の
災

害
本
部
を
設
置
し
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
宅
を
中
心
に
避
難
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
雨
や
風
が
強
く
な
り
、

河
川
の
巡
回
活
動
を
行
う
と
、
川
幅

が
広
い
大
淀
川
が
海
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。｢

こ
れ
は
、
大
き
な

災
害
に
な
る
。
も
う
一
度
、
一
軒
一

軒
を
回
っ
て
避
難
の
呼
び
か
け
を｣

と
団
員
に
指
示
を
行
い
ま
し
た
。

案
の
定
、
浸
水
被
害
や
が
け
崩
れ

が
普
段
の
２
倍
以
上
発
生
し
、
多
く

の
農
畜
産
物
に
被
害
が
あ
り
ま
し
た

が
、
早
め
の
呼
び
掛
け
で
死
者
が
一

人
も
出
な
か
っ
た
こ
と
は
幸
い
で
し

た
。

｢

ま
さ
か｣

の
自
己
判
断
は
厳
禁

私
た
ち
消
防
団
は
、
災
害
が
起
き

る
前
に
避
難
を
呼
び
か
け
る
こ
と
は

で
き
ま
す
が
、
日
没
後
の
暗
い
時
間

や
災
害
が
起
き
て
か
ら
の
救
助
活
動

に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。「
ま
さ
か

災
害
は
起
き
な
い
だ
ろ
う
」
な
ど
と

自
己
判
断
せ
ず
早
め
の
避
難
を
し
て

災
害
が
起
き
な
か
っ
た
と
き
に
は

「
何
も
被
害
が
な
く
て
よ
か
っ
た
」

と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
。

都城地区

都城市

5月27日〜　　（予定）
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１
避
難
者
情
報
の
登
録

避
難
者
の
情
報
を
家
族
単
位
で
登
録
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
避
難
者
カ
ー
ド

に
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
な
ど
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

２
避
難
所
運
営
へ
の
協
力

避
難
所
は
、
地
域
の
人
と
一
緒
に
利
用

す
る
防
災
拠
点
で
す
。
避
難
生
活
が
長

期
に
な
る
場
合
に
は
、
配
食
の
当
番
な

ど
避
難
所
運
営
に
協
力
し
て
く
だ
さ

い
。

3
事
務
室
な
ど
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

事
務
室
や
調
理
室
な
ど
、
避
難
者
全
員

の
た
め
に
必
要
と
な
る
部
屋
な
ど
は
、

避難所に避難した際は、次のルールを守り、
より良い避難生活を送れるようお互いに協
力しましょう。

個
人
的
に
使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。 

４
食
料
や
物
資
の
配
給

食
料
や
生
活
物
資
の
配
給
は
、
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

【
風
水
害
の
場
合
】

◦�

一
時
的
な
避
難
の
場
合（
１
晩
程
度
）

は
、
自
分
で
食
料
（
３
食
分
程
度
）

や
毛
布
、
タ
オ
ル
を
持
参
く
だ
さ
い

◦�

避
難
生
活
が
長
期
に
な
る
場
合
（
２

晩
以
上
）
は
、
必
要
に
応
じ
て
非
常

食
や
物
資
を
市
が
準
備
し
ま
す

※ 

避
難
勧
告
・
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ

た
地
区
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ

て
準
備
し
ま
す

【
地
震
・
火
山
災
害
の
場
合
】

◦�

生
活
物
資
は
避
難
し
て
い
る
家
族
ご

と
に
配
給
し
ま
す
。
な
お
、
全
員
に

配
給
で
き
る
準
備
が
整
う
ま
で
は
配

給
し
ま
せ
ん

５
ペッ
ト
な
ど
の
持
ち
込
み
は
禁
止

犬
や
猫
な
ど
の
動
物
類
を
室
内
に
持
ち

込
む
こ
と
は
禁
止
し
ま
す
。
知
人
や

ペ
ッ
ト
ホ
テ
ル
な
ど
に
預
け
る
な
ど
の

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

６
飲
酒
や
喫
煙
の
制
限

所
定
の
場
所
以
外
で
の
飲
酒
や
喫
煙
は

禁
止
し
ま
す
。ま
た
火
災
防
止
の
た
め
、

た
き
火
も
厳
禁
で
す
。

■都城市の指定避難所「一次避難所」
施設の名称 所 在 地 連絡先

中央公民館 姫城町7-8 24-5969

総合社会福祉センター 松元町4-17 25-2123

小松原地区公民館 大王町29-6 24-1900

東小学校 上東町11-20 22-3481

祝吉地区公民館 郡元一丁目1-4 23-2890

水道局 下川東三丁目3235 23-4510

早水公園体育文化センター 早水町3867 24-6454

五十市地区公民館 南鷹尾町29-5 23-2184

長寿館 鷹尾三丁目4523-2 26-0114

横市地区公民館 南横市町3925-3 25-2257
勤労身体障害者
教養文化体育施設 都原町3369 25-2018

沖水地区公民館 太郎坊町1839-1 38-1033

志和池地区公民館 上水流町1536 36-0519

乙房小学校 乙房町1707 37-0706

庄内地区公民館 庄内町12692 37-0888

吉之元小学校 吉之元町4518 33-1800

高野営農研修館 高野町3013-3 -

旧夏尾保育・児童館 夏尾町5430-2 -

梅北小学校 梅北町4687 39-4195

中郷地区市民交流センター 安久町6623 39-0121

永野営農研修館 山之口町山之口1539-4 -

山之口多目的研修センター 山之口町山之口3261-3 57-3377

山之口勤労福祉センター 山之口町花木1934-1 57-3111

高城原ふれあいスポーツ館 高城町大井手2025-1 58-5740

高城勤労青少年ホーム 高城町桜木1962 58-4887

高城老人福祉館 高城町穂満坊303-2 58-3279

高城運動公園総合体育館 高城町穂満坊2492 58-5514

石山体育センター 高城町石山1109-3 58-5511

高城農村環境改善センター 高城町有水2986-1 59-9955

高城多目的研修集会施設 高城町四家1131-3 55-1144
山田総合福祉センター
（けねじゅ苑） 山田町山田4319-2 64-2200

縄瀬地区活性化センター 高崎町縄瀬1823-3 62-0319

笛水児童館 高崎町笛水949-3 62-0539

高崎福祉保健センター 高崎町大牟田1340-3 62-4411

※�一次避難所は、台風など段階的に災害の発生が予測される場
合に、優先して開設する避難所です

ルールを守った
避難所生活を
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現
在
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
お
よ

び
主
任
児
童
委
員
の
任
期
は
、
平
成
22

年
11
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
全
国
一
斉
に
改
選
の
手
続
き

が
進
め
ら
れ
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
都

道
府
県
知
事
の
推
薦
に
基
づ
い

て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
委
嘱
す
る

特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
か
か
わ

る
活
動
を
始
め
、
地
域
福
祉
活
動

に
密
接
な
か
か
わ
り
を
持
つ
自
治

公
民
館
単
位
で
構
成
さ
れ
る
推
薦

準
備
会
か
ら
推
薦
さ
れ
ま
す
。

あなたの身近な相談者
民生委員・児童委員
◎問い合わせ　福祉課　☎23-2980

前
回
の
一
斉
改
選
以
降
、
委
員
の
候

補
者
が
見
つ
か
ら
ず
、
欠
員
状
態
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
の
地

域
に
お
い
て
は
、
各
種
の
福
祉
活
動
に

支
障
が
出
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
す
の

で
、
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

民
生
委
員・児
童
委
員
と
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
定
数
は
、

各
自
治
公
民
館
の
範
囲
を
基
本
と
し
て

地
区
ご
と
に
決
め
ら
れ
て
い
て
、
全
体

で
３
１
７
人
で
す
。
民
生
委
員
は
、
社

会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
常
に
住
民

の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応
じ
、
必
要

な
援
助
を
行
い
、
社
会
福
祉
の
増
進
に

努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、児
童
福
祉
法
の
規
定
に
よ
り
、

民
生
委
員
は
、
同
時
に
児
童
委
員
を
担

う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
両
方

の
立
場
を
示
す
「
民
生
委
員
・
児
童
委

員
」
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
と
は

主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
の
福
祉
に

関
す
る
機
関
と
児
童
委
員
と
の
連
絡
調

整
を
行
い
な
が
ら
、
児
童
委
員
の
活
動

に
対
す
る
援
助
や
協
力
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
平
成
６
年
１
月
か
ら
各

地
区
に
２
人
ず
つ
計
30
人
、
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

任
期
・
給
与
・
実
務
な
ど
に

つ
い
て

新
し
い
委
員
の
任
期
は
、
平
成
22
年

12
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
11
月
30
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

委
員
に
は
、
給
与
を
支
給
し
な
い
こ

と
が
法
律
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
委
員
と
し
て
の
活
動
に
通

信
費
・
交
通
費
な
ど
の
経
費
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
委
員
個
人
に
対
し
て
活
動

費
を
支
給
し
て
い
ま
す
。（
平
成
22
年

５
月
現
在
、
月
額
９
、７
０
０
円
）

ま
た
、
委
員
の
具
体
的
な
活
動
と
し

て
は
、次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①�

相
談
活
動

②�

調
査
活
動
（
行
政
機
関
か
ら
の

依
頼
を
含
む
）

③�

活
動
の
記
録
お
よ
び
報
告
（
委

員
→
地
区
会
長
→
福
祉
事
務
所

→
県
→
国
）

④�

福
祉
票
の
作
成
、
活
用
お
よ
び

保
管
（
支
援
が
完
了
し
た
時
点

で
廃
棄
）

⑤�

証
明
事
務
（
発
行
お
よ
び
コ

ピ
ー
の
保
管
）

⑥�

人
権
・
同
和
問
題
へ
の
対
応
お

よ
び
地
域
福
祉
活
動

⑦�

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
申

込
手
続
き

⑧�

募
金
活
動
な
ど
へ
の
協
力

民生委員・
児童委員の
一斉改選

都城市民生委員推薦会都城市長

宮崎県知事

厚生労働大臣

推薦準備会候 補 者

宮
崎
県
民
生
委
員

審
査
専
門
分
科
会

推薦

推薦

推薦委嘱状交付

委嘱状交付

委嘱状交付

■委嘱までの流れ

意
見
を
聞
く
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道
路
に
張
り
出
し
た

樹
木
の
剪せ

ん

定て
い・
伐
採
な
ど
を

お
願
い
し
ま
す
！

野
山
や
街
中
の
緑
は
美
し
く
、
庭
先

の
植
木
や
生
け
垣
は
、
住
ん
で
い
る
人

や
通
行
す
る
人
に
憩
い
と
安
ら
ぎ
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
樹
木
や
枝
葉
が
道
路
上
に

張
り
出
す
と
、
道
路
を
通
行
す
る
車
両

や
歩
行
者
の
通
行
の
支
障
と
な
る
だ
け

で
な
く
、
道
路
標
識
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

な
ど
を
見
え
に
く
く
し
、
思
わ
ぬ
事
故

を
引
き
起
こ
す
原
因
に
も
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
枝
葉
な
ど
を
市
が
勝
手

に
切
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
も
し
、

こ
れ
が
一
因
と
な
っ
て
交
通
事
故
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、そ
の
土
地
（
樹
木
）

の
所
有
者
が
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。（
民
法
第
７
１
７
条
「
土

地
の
工
作
物
の
占
用
者
及
び
所
有
者
の

責
任
」、
道
路
法
第
43
条
「
道
路
に
関

す
る
禁
止
事
項
」）

事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に

も
、
自
宅
の
庭
や
山
林
に
樹
木
を
所
有

す
る
皆
さ
ん

に
は
、
日
ご

ろ
か
ら
樹
木

を
適
正
に
管

理
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま

す
。

都
城
市
の
市
道
の
延
長
は
約
３
、２
０
０
㌔
に
も
及
び
、そ
の
距
離
は
、高
速
道
路
で
都

城
と
仙
台
と
の
間
を
往
復
で
き
る
ほ
ど
の
長
さ
で
す
。

市
で
は
道
路
を
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
、穴
ぼ
こ
補
修
や
段

差
解
消
な
ど
の
ほ
か
、除
草
な
ど
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、こ
の
長
大
な
市
道
を
良
好
な
状
態
に
保
つ
た
め
に
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

が
不
可
欠
で
す
。

生
活
道
路
は
地
域
の
財
産
で
す
。安
全
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、自
宅
前

や
身
近
な
道
路
の
除
草
を
し
た
り
、道
路
上
に
看
板
や
商
品
な
ど
を
置
か
な
い
よ
う
に
し

た
り
す
る
な
ど
、一
人
一
人
の
力
で
快
適
な
道
路
空
間
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

車
の
乗
り
入
れ
口
の

歩
道
切
り
下
げ

歩
道
が
車
道
よ
り
高
か
っ
た
り
縁
石

が
あ
っ
た
り
す
る
の
は
、
歩
行
者
の
安

全
を
守
る
た
め
や
車
道
の
雨
水
が
宅
地

に
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

車
の
乗
り
入
れ
の
た
め
個
人
で
設
置

し
た
段
差
解
消
ブ
ロ
ッ
ク
や
鉄
板
は
、

交
通
事
故
の
原
因
に
な
る
な
ど
、
大
変

危
険
で
す
。

車
道
か
ら
宅
地
内
へ
の
乗
り
入
れ
で
、

歩
道
の
縁
石
の
撤
去
や
切
り
下
げ
な
ど

を
行
う
場
合
に
は
、
原
因
者
が
費
用
を

負
担
し
て
工
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。道

路
を
管
理
す
る
行
政
機
関
に
事
前

に
申
請
し
、許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

建
築
行
為
に
伴
う

道
路
後
退
な
ど
に
よ
り
生
じ
た

道
路
の
未
舗
装
部
分

そ
の
敷
地
が
市
有
地
で
あ
る
場
合

は
、
道
路
の
一
部
と
し
て
市
が
管
理
を

し
ま
す
。
こ
う
し
た
部
分
の
舗
装
に
つ

い
て
は
、
円
滑
な
通
行
の
た
め
に
必
要

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
一
定
の
区

間
で
連
続
し
て
効
果
的
な
工
事
が
実
施

で
き
る
場
合
に
市
が
施
工
し
ま
す
。

建
築
行
為
に
合
わ
せ
て
直
ち
に
舗
装

を
し
た
い
場
合
に
は
、
申
請
を
し
て
許

可
を
受
け
、
原
因
者
が
費
用
を
負
担
し

て
工
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⃝道路の破損個所を見つけたら
道路の穴ぼこ、陥没、路肩の決壊やカーブミ
ラーなどの破損は、交通事故の原因になる場合
がありますので、そうした異常個所を見つけた
ら、早急に連絡をお願いします。

⃝道路構造物などを破損させたら
交通事故やその他の行為によって、カーブミ
ラーやガードレール、縁石などを傷つけたり破
損させてしまったりした場合は、連絡をお願い
します。

◎問い合わせ
維持管理課
☎23-2752
山之口総合支所建設課
☎57-3111
高城総合支所建設課
☎58-2311
山田総合支所建設課
☎64-1111
高崎総合支所建設課
☎62-1111

◎
安
全
で
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

一
人
ひ
と
り
の
力
で
快
適
な

道
路
空
間
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！
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き
れ
い
な
水
を
次
の
世
代
に
残
す
た
め
に

今
の
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

未
来
の
水
を守

る
！

大
淀
川
は
平
成
20
年
の
水
質
ラ
ン
キ
ン
グ
で
九
州
の
一
級
河
川

26
河
川
中
22
位
で
あ
り
、決
し
て
良
い
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

河
川
環
境
や
地
下
水
な
ど
の
未
来
の
子
ど
も
た
ち
が
使
う
水

を
守
る
た
め
に
、今
私
た
ち
の
で
き
る
こ
と
は
な
ん
で
し
ょ
う

か
。今
回
は
、下
水
道
の
役
割
や
雨
水
の
利
用
方
法
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
の
で
、も
う
一
度
、水
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

下
水
道
に
接
続
し
て

河
川
環
境
を
改
善
し
ま
し
ょ
う

平
成
18
年
１
月
の
合
併
に
よ
っ
て
本

市
の
下
水
道
処
理
区
は
６
つ
と
な
り
、

現
在
、
処
理
面
積
は
２
、１
２
３
・
５

㌶
、
処
理
人
口
は
６
万
７
、０
４
４
人

と
な
っ
て
い
て
、
下
水
道
に
接
続
し
て

い
る
割
合
は
約
77
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
低
い
加
入
率
で
あ
る
の

が
現
状
で
す
。

河
川
の
環
境
を
守
る
た
め
に
は
、
区

域
内
全
員
の
加
入
が
必
要
で
す
。
下
水

道
に
接
続
し
て
河
川
環
境
を
改
善
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

下
水
道
の
役
割

①
川
の
汚
れ
を
防
ぎ
ま
す

家
庭
の
ト
イ
レ
、
台
所
、
風
呂
場
、

洗
面
所
な
ど
の
生
活
排
水
や
工
場
排
水

を
、
終
末
処
理
場
で
き
れ
い
な
水
に
処

理
す
る
の
で
、
河
川
の
汚
れ
を
防
止
し

ま
す
。

②
ま
ち
の
環
境
を
良
く
し
ま
す

生
活
排
水
や
工
場
排
水
が
道
路
側
溝

に
流
さ
れ
な
く
な
る
の
で
、
悪
臭
が
な

く
な
り
、
ハ
エ
や
蚊
の
発
生
を
抑
え
ら

れ
生
活
環
境
が
改
善
さ
れ
ま
す
。　

今
回
、
新
し
く
下
水
道
の
供
用
が
開

始
さ
れ
た
区
域
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
該
当
地
区
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん

は
下
水
道
へ
の
速
や
か
な
接
続
に
協
力

く
だ
さ
い
。

平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で
に

下
水
道
供
用
開
始
さ
れ
た
区
域

（
平
成
21
年
度
下
水
道
工
事
完
成
区
域
）

●
都
城
処
理
区

志
比
田
町
、
南
鷹
尾
町
、
都
島
町
、

一
万
城
町
、
広
原
町
、
立
野
町
、

年
見
町
の
各
一
部

●
高
城
処
理
区

高
城
町
大
井
手
の
一
部

●
高
崎
処
理
区

高
崎
町
大
牟
田
の
一
部

接
続
す
る
と
き
は
指
定
工
事
店
で

接
続
す
る
と
き
は
、
必
ず
市
の
指
定

工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定

工
事
店
は
、
後
で
不
具
合
が
生
じ
な
い

よ
う
に
排
水
設
備
の
構
造
な
ど
細
か
な

点
ま
で
市
の
指
導
を
受
け
て
い
て
、
そ

の
後
の
融
資
申
請
を
含
む
す
べ
て
の
手

続
き
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
指
定
工
事

店
以
外
で
工
事
を
行
う
と
違
反
工
事
に

な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課　

☎
23-

５
９
２
１

各
総
合
支
所
建
設
課
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雨水

雨どい

旧排水升 マンホール ポンプ
雨水升

蛇口

満水時のオーバー
フロー雨水

浄化槽タンク

隔壁も撤去する

逆止弁

貯留施設

浄化槽を転用した雨水利用システム

雨水貯留槽を設置すると…
◦雨水の活用により、水の節約になります
◦雨水を一時貯留し、河川への負担を軽減します

不要となった電気温水器
も雨水貯留に転用できま
す

雨水浸透施設を
設置すると…
◦雨水を地中に戻し、自然環境
を保全します
◦雨水の流出を抑え、浸水被害
を軽減します

下水道が使えるようになったら
◦下水道へ切り替える際に、現在使用している単独・合併
浄化槽を雨水貯留施設に転用できます

浸透トレンチ

浸透升

雨どい取り付け型

浸透施設

雨
水
を
利
用
し
て

草
花
を
育
て
て
い
ま
す

松
本　

久
子
さ
ん

（
高
崎
町
縄
瀬
）

雨
水
貯
留
施
設
へ
の
補
助

雨
水
貯
留
施
設
は
、
容
量
１
０
０
㍑

以
上
の
雨
水
を
貯
留
で
き
る
簡
易
な
施

設
で
、流
入
前
の
ご
み
取
り
装
置
、オ
ー

バ
ー
フ
ロ
ー
配
管
お
よ
び
水
栓
を
備
え

て
い
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

●
補
助
対
象
者
・
地
域　

市
内
に
居
住

し
て
い
る
人
（
個
人
の
み
）、
市
内
全

域●
補
助
金
額　

設
置
工
事
に
要
し
た
費

用
の
３
分
の
１
（
上
限
３
万
円
）
で
、

設
置
基
数
は
１
戸
に
つ
き
１
基

※ 

補
助
基
数
に
は
限
り
が
あ
り
、
受
け

付
け
は
先
着
順
で
す
。
補
助
を
受
け

た
い
人
は
、
設
置
工
事
の
前
に
森
林

保
全
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◎
問
い
合
わ
せ

森
林
保
全
課　

☎
23-

２
１
５
２

井
戸
水
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
へ

あ
な
た
の
井
戸
は
大
丈
夫
で
す
か
？

宮
崎
大
学
と
共
同
で
行
な
っ
て
い

る
浅
い
井
戸
の
硝
酸
態
窒
素
濃
度
調

査
に
よ
る
と
、
基
準
値
を
超
え
た
井

戸
は
徐
々
に
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
現
在
で
も
基
準
値
を

超
え
て
い
る
浅
い
井
戸
が
あ
り
ま

す
。市

で
は
、
井
戸
の
水
質
（
硝
酸
態

窒
素
濃
度
）
検
査
を
年
２
回
継
続
的

に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
森
林
保
全
課
へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
料
金
は

無
料
で
す
が
、
検
査
を
継
続
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

夫
が
退
職
し
た
10
年
前
に
田
舎
暮
ら
し

が
し
た
い
と
、
大
阪
府
の
高
槻
市
か
ら
高

崎
町
に
移
住
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ

か
ら
少
し
ず
つ
レ
ン
ガ
な
ど
を
使
い
、
手

作
り
で
庭
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
庭
づ
く
り
に
必
要
な
草
木
へ
の

水
や
り
の
た
め
に
２
年
前
に
市
の
補
助
を

受
け
て
、雨
水
貯
留
槽
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
で
は
、
く
わ
な
ど
の
農
機
具
を
洗
う
の

に
も
使
っ
て
い
ま
す
。水
道
代
に
す
れ
ば
、

相
当
の
経
費
削
減
に
な
り
ま
す
よ
。

地
下
水
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と

路
面
舗
装
や
排
水
設
備
が
整
え
ら

れ
、
環
境
面
で
は
快
適
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
雨
水
が

地
下
に
浸
透
し
な
い
ま
ま
河
川
に
一
気

に
流
れ
る
な
ど
、こ
の
ま
ま
で
は
将
来
、

地
下
水
資
源
へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
ま

す
。

そ
の
た
め
、
市
で
は
、
私
た
ち
の
貴

重
な
財
産
で
あ
る
地
下
水
を
将
来
に
わ

た
っ
て
守
っ
て
い
く
た
め
、
雨
水
貯
留

施
設
（
雨
水
貯
留
槽
な
ど
）
お
よ
び
小

規
模
雨
水
浸
透
施
設
（
雨
水
浸
透
升
な

ど
）
を
設
置
す
る
人
に
対
し
て
、
設
置

費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
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市
で
は
４
月
か
ら
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

借
金
な
ど
に
よ
る
多
重
債
務
に
関
す

る
相
談
や
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
、

点
検
商
法
、
催
眠
商
法
、
電
話
勧
誘
、

内
職
商
法
な
ど
の
悪
質
な
商
法
に
よ
る

被
害
や
商
品
事
故
の
苦
情
な
ど
、
消
費

生
活
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
、
助
言

や
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら
一
人
で

悩
ま
ず
、
早
め
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◎
相
談
専
用
電
話　

都
城
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー　

☎
23-

７
１
５
４

市
で
は
国
民
健
康
保
険
加
入
者
を
対

象
に
、
次
の
と
お
り
特
定
健
診
を
実
施

し
ま
す
。
特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
メ
タ
ボ
）
に
着
目

し
た
健
診
制
度
で
す
。
生
活
習
慣
病
の

予
防
や
早
期
発
見
の
た
め
に
、
必
ず
受

診
し
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
通
院
治
療
中
の
人
は
、
主

治
医
と
相
談
の
上
、
受
診
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
以
外

の
人
は
、
各
健
康
保
険
の
保
険
者
（
社

会
保
険
、
健
保
組
合
な
ど
）
が
そ
れ
ぞ

れ
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
課

☎
23-

２
７
６
５

●
期
間　

６
月
１
日
㈫
〜

９
月
30
日
㈭

●
場
所　

指
定
医
療
機
関

●
内
容　

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
血

液
検
査
、
尿
検
査
な
ど

※ 
前
年
度
の
健
診
結
果
に
よ
っ
て
は
心

電
図
検
査
、
眼
底
検
査
も
行
い
ま
す

●
受
診
方
法　

対
象
者
に
は
５
月
末
ま

で
に「
平
成
22
年
度
健
康
診
査
受
診
券
」

お
よ
び
問
診
票
を
送
付
し
ま
す
。
問
診

票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
医
療
機
関

開
設
し
ま
し
た

都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

特
定
健
康
診
査（
無
料
）

早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

ど
こ
に
あ
る
の
で
す
か

受
け
付
け
体
制
は

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
市
役
所
東
館

２
階
の
生
活
文
化
課
内
に
あ
り
、
専
門

相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

面
談
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
が
、
電

話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
受
付
時
間　

平
日
の
９
時
〜
16
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

相
談
す
る
に
当
た
っ
て
、

あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お
い
た
方

が
よ
い
も
の
は
あ
り
ま
す
か

例
え
ば
、
借
金
な
ど
に
よ
る
多
重
債

務
で
あ
れ
ば
、
契
約
書
や
相
手
会
社
か

ら
の
は
が
き
、
ま
た
、
商
品
の
契
約
で

あ
れ
ば
、
訪
問
販
売
に
よ
る
購
入
な
の

か
ど
う
か
、
契
約
日
、
商
品
名
、
金
額
、

購
入
先
、
契
約
書
な
ど
を
控
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
相
談
が
ス
ム
ー
ズ
に
運
び

ま
す
。

窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ
さ
い

※ 

昨
年
の
健
診
結
果
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
受
診
時
に
持
参
く
だ
さ
い

●
今
年
度
75
歳
に
な
る
人　

75
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
て
か
ら
健
診
期
間
内
に
健

診
を
受
け
る
人
は
後
期
高
齢
者
健
診

を
、
75
歳
の
誕
生
日
前
に
健
診
を
受
け

る
人
は
特
定
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　

特
定
健
診
を
受
け
た
人

は
、
結
果
に
応
じ
て
保
健
師
や
栄
養
士

に
よ
る
特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
別
途

通
知
し
ま
す

【
特
定
健
康
診
査（
無
料
）】

●
対
象

40
歳
〜
74
歳
（
昭
和
11
年
４
月
１
日
〜

46
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者

※ 

妊
産
婦
、
長
期
入
院
者
、
施
設
入
所

者
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
人
は
除

き
ま
す

【
後
期
高
齢
者
健
康
診
査（
無
料
）】

●
対
象

75
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

※
長
期
入
院
者
な
ど
を
除
き
ま
す

悪質商法のいろいろ
点検商法 悪質住宅

リフォーム工事

不安をあおり、必要もない
高額な工事を契約させま
す

点検と称して近づき、高額
な浄水器、寝具などを買
わせます

被害に遭わないため
に悪質商法の手口
を知り、普段から心
掛けておくことが大
切です
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民
主
主
義
の
基
盤
で
あ
る
選
挙
が
明

る
く
正
し
く
行
わ
れ
る
た
め
に
、
選
挙

管
理
委
員
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年
投
票

率
は
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
左
図
の

市
長
選
挙
の
投
票
率
の
比
較
か
ら
も
、

若
年
層
の
投
票
率
が
低
下
し
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。
今
年
度
は
、
国

政
・
県
政
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
家

族
・
職
場
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
で
「
日
本

の
未
来
」「
宮
崎
の
将
来
」
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

市
内
の
施
工
業
者
を
利
用
し
て
、
自

宅
の
修
繕
や
補
修
、
改
築
、
増
築
な
ど

の
工
事
を
行
う
際
に
、
そ
の
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
平
成
21
年
度
か
ら
の
継

続
事
業
で
今
年
度
が
最
後
と
な
り
ま

す
。昨

年
度
は
１
、０
０
０
件
を
超
え
る

住
宅
が
こ
の
事
業
で
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

工
業
振
興
課

☎
23-

７
８
６
６

●
対
象
工
事　

工
事
経
費
が
20
万
円
以

上
で
、
市
内
の
施
工
業
者
を
利
用
し
て

行
う
住
宅
な
ど
の
修
繕
や
補
修
、改
築
、

増
築
な
ど
の
工
事

●
申
し
込
み
方
法　

工
業
振
興
課
、
各

総
合
支
所
産
業
振
興
課
、
各
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
提
出
書
類
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
を
、
工
業
振
興
課
（
本
庁
管
内
居

住
者
）
ま
た
は
各
総
合
支
所
産
業
振
興

課
（
総
合
支
所
管
内
居
住
者
）
へ
提
出

今
年
度
執
行
予
定
の
選
挙

あ
な
た
の
大
切
な
一
票
が

地
域
の
未
来
を
決
め
る

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業

住
宅
リ
フォ
ー
ム
経
費
の一部
を

助
成
し
ま
す

平
成
22
年
度
の
選
挙
予
定

☆
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

任
期
満
了
日
は
７
月
25
日
で
、
投
票

は
２
種
類
。「
宮
崎
県
選
出
議
員
選
挙
」

は
候
補
者
名
を
、「
比
例
代
表
選
出
議

員
選
挙
」
は
、
候
補
者
名
ま
た
は
政
党

な
ど
の
名
称
を
記
入
し
ま
す
。

☆
宮
崎
県
知
事
選
挙

任
期
満
了
は
平
成
23
年
１
月
20
日
で

す
。
任
期
満
了
前
30
日
以
内
に
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す
。

☆
宮
崎
県
議
会
議
員
選
挙

任
期
満
了
は
平
成
23
年
４
月
29
日
で

す
が
、
統
一
地
方
選
挙
の
対
象
選
挙
で

す
の
で
、
平
成
23
年
４
月
前
半
に
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

県
内
を
15
選
挙
区
に
分
け
そ
れ
ぞ
れ

定
数
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市
の

選
挙
区
の
定
数
は
６
人
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

都
城
市
選
挙
管
理
委
員
会

☎
23-

７
８
６
４

●
条
件　

平
成
23
年
２
月
末
ま
で
に
工

事
が
完
了
す
る
こ
と
。
申
し
込
み
時
に

す
で
に
着
手
し
て
い
る
も
の
や
申
請
手

続
き
中
に
着
手
す
る
も
の
は
対
象
外

※ 

平
成
21
年
度
に
こ
の
事
業
で
助
成
を

受
け
た
世
帯
は
対
象
外

●
対
象
住
宅  

自
分
が
居
住
す
る
た
め

の
持
ち
家
で
、
市
内
に
所
在
す
る
住
宅

お
よ
び
付
随
施
設

※ 

店
舗
、
事
務
所
、
賃
貸
住
宅
な
ど
は

対
象
外

●
施
工
業
者　

市
内
に
主
た
る
事
業
所

な
ど
の
住
所
を
２
年
以
上
有
し
、
継
続

し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
る
業
者
（
施

工
業
者
は
登
録
制
で
、
未
登
録
の
施
工

業
者
は
工
業
振
興
課
へ
の
届
け
出
が
必

要
。
利
用
予
定
の
施
工
業
者
が
登
録
業

者
か
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

●
助
成
金
額　

補
助
対
象
経
費
の
10
㌫

で
、
上
限
は
10
万
円

※ 

予
算
額
１
億
円
に
達
し
た
時
点
で
事

業
終
了

30
20代

38.61％
43.67％

H22執行
H18執行

53.15％

59.21％

65.46％

年代別市長選投票率の比較

71.84％ 72.72％

79.22％ 81.42％
86.65％

70.73％
74.27％

30代 40代 50代 60代 70歳以上

40

50

60

70

80

90

100
（％）
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心
と
心
を
つ
な
ぐ
活
動
で
元
気
な
ま
ち
に

第
２
回
山
田
地
区
福
祉・ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
つ
ど
い

山
田
地
区
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

つ
ど
い
が
３
月
21
日
、
山
田
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ひ
ま
わ
り

隊
の
子
ど
も
た
ち
が
紙
芝
居
を
上
演
。

続
い
て
、
介
助
犬
と
生
活
を
共
に
し
て

い
る
米
盛
晃
さ
ん
が
、
九
州
初
の
介
助

犬
レ
イ
ク
と
の
日
常
生
活
の
様
子
に
つ

い
て
講
演
し
、
実
際
に
床
に
落
ち
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
持
っ
て
こ
さ
せ
る
な

ど
し
て
介
助
犬
の
仕
事
ぶ
り
を
紹
介
し

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
福
祉
団
体
の
手

作
り
菓
子
の
販
売
や
手
話
を
交
え
た
ひ

ま
わ
り
隊
の
歌
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
住

民
相
互
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

領
主
の
暮
ら
し
大
公
開

都
城
島
津
邸
オ
ー
プ
ン

市
が
修
復
整
備
を
進
め
て
き
た
都
城

島
津
邸
が
３
月
27
日
に
一
般
公
開
さ

れ
、
会
館
を
待
ち
わ
び
た
市
民
ら
お
よ

そ
７
０
０
人
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。
開

館
に
先
立
ち
26
日
に
関
係
者
ら
が
参
加

し
て
開
館
式
典
が
開
催
さ
れ
、
長
峯
市

長
が
「
島
津
邸
を
子
供
た
ち
の
歴
史
教

育
の
場
、
観
光
の
核
と
し
て
期
待
し
て

い
ま
す
。
都
城
市
の
宝
と
し
て
引
き
継

い
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
開
館

を
祝
う
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
参
加
者

ら
は
庭
園
を
自
由
に
散
策
し
た
り
、
邸

内
や
都
城
島
津
伝
承
館
で
学
芸
員
か
ら

の
説
明
を
聞
い
た
り
し
て
一
足
早
く
新

し
い
施
設
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

桜
は
満
開
！
笑
い
は
全
開
！

さ
く
ら
フ
ェ
ス
タ
高
城

３
、０
０
０
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が

咲
き
誇
る
観
音
池
公
園
で
３
月
28
日
、

さ
く
ら
フ
ェ
ス
タ
高
城
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。｢

ふ
る
さ
と
は
自
分
た
ち
が
盛

り
上
げ
る｣

と
い
う
合
言
葉
の
下
、
高

城
町
商
工
会
青
年
部
が
中
心
と
な
り
実

施
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
地
元
の
特

産
品
観
音
池
ポ
ー
ク
を
使
っ
た
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
わ
ん
こ
大
会
、
個
性
的
な
マ
ス

ク
や
衣
装
な
ど
で
笑
い
を
誘
う
高
城
プ

ロ
レ
ス
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
出

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
日
野
優
子
さ
ん

（
宮
崎
市
）
は｢

桜
も
き
れ
い
で
す
が
、

毎
年
変
わ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
楽

し
み｣

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

日
本
一
の
弓
の
ま
ち
に
全
国
の
弓
道
家
集
う

都
城
弓
ま
つ
り　

全
国
弓
道
大
会

都
城
弓
ま
つ
り
全
国
弓
道
大
会
が
３

月
27
日
、
28
日
の
２
日
間
、
早
水
公
園

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
竹
弓
の
生
産
量
が
全
国
の
９
割
を

占
め
る
日
本
一
の
弓
の
ま
ち
を
ア
ピ
ー

ル
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
本
大
会
。
23
回

目
と
な
る
今
回
は
、
全
国
25
都
府
県
か

ら
２
、４
４
４
人
の
弓
道
家
が
参
加
し
、

28
㍍
先
に
設
置
さ
れ
た
的
を
め
が
け
、

真
剣
な
表
情
で
弓
を
引
い
て
い
ま
し

た
。
大
会
運
営
委
員
長
の
當と

う

房ぼ
う

孝
之
さ

ん
（
都
原
町
）
は
「
弓
道
は
、
年
を
重

ね
て
も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
今

後
も
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

まちの
話題
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Miyakonojo City Topics

一
番
福
を
目
指
し
て
桜
並
木
を
激
走

さ
く
ら
福
男
・
さ
く
ら
福
女

３
月
28
日
、
花
見
客
で
賑
わ
う
母
智

丘
公
園
で
今
年
の
福
男
福
女
を
決
め
る

さ
く
ら
福
男
・
福
女
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
桜
並
木
入
り
口
を
ス
タ
ー
ト
し
、

２
９
０
段
の
石
段
の
先
に
あ
る
本
殿
の

鈴
を
一
番
乗
り
で
鳴
ら
し
た
男
女
を
今

年
の
福
男
・
福
女
と
す
る
企
画
で
、
今

回
が
初
め
て
の
開
催
。
小
雨
の
降
り
し

き
る
中
、
市
内
外
か
ら
参
加
し
た
中
学

生
以
上
の
男
女
合
わ
せ
て
29
人
が
、
自

慢
の
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
初
代

福
女
に
輝
い
た
大
野
翼
さ
ん
（
生
目
中

３
年
）
は
「
階
段
が
き
つ
か
っ
た
で
す
。

高
校
受
験
に
も
弾
み
が
つ
き
ま
す
」
と

喜
び
を
か
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

４
学
年
そ
ろ
っ
て
イ
ザ
始
動

南
九
州
大
学
合
同
入
学
式

高
鍋
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
完
全
移
転

し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
南
九
州

大
学
の
合
同
入
学
式
が
、
４
月
５
日
総

合
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
開
設
さ
れ
た
人
間
発
達
学
部
の
45

人
を
含
む
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
の
１
５
７

人
と
宮
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
の
92
人
の
合
計

２
４
９
人
の
新
入
生
が
長
谷
川
二
郎
学

長
か
ら
入
学
を
許
可
さ
れ
、
学
園
生
活

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
入
生
を
代

表
し
て
久
保
綾
乃
さ
ん
（
人
間
発
達
学

部
）
が
「
伝
統
あ
る
南
九
州
大
学
で
学

べ
る
こ
と
に
感
謝
し
、
地
元
に
貢
献
で

き
る
人
材
に
な
り
た
い
」
と
力
強
く
宣

誓
し
ま
し
た
。

一
世
紀
を
経
た
今
も
継
が
れ
る
敬
老
祭

宮
島
地
区
敬
老
祭
１
０
０
周
年
記
念

４
月
11
日
、
菓
子
野
町
の
宮
島
地
区

で
敬
老
祭
１
０
０
周
年
記
念
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
明
治
43
年
に
始
ま
り
大
正
、

昭
和
の
時
代
を
経
て
今
も
な
お
受
け
継

が
れ
て
き
た
祭
。
会
場
の
宮
島
地
区
自

治
公
民
館
に
は
70
歳
以
上
の
高
齢
者
70

人
が
招
待
さ
れ
、
住
民
に
呼
び
掛
け
て

集
め
た
写
真
ス
ラ
イ
ド
の
上
映
や
地
元

小
学
生
ら
の
子
供
太
鼓
の
ほ
か
、
住
民

ら
が
作
っ
た
「
宮
島
ん
音
頭
」
の
唄
に

合
わ
せ
た
踊
り
も
披
露
さ
れ
、
節
目
の

祭
を
祝
い
ま
し
た
。
最
高
齢
者
の
今
村

キ
ミ
さ
ん
（
97
歳
）
は
「
毎
年
が
楽
し

み
。
昔
の
写
真
を
見
て
若
返
っ
た
気
が

し
ま
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

後
世
に
語
り
継
ぐ
平
和
の
尊
さ

都
城
市
特
別
攻
撃
隊
戦
没
者
慰
霊
祭

都
島
公
園
で
４
月
６
日
、
特
別
攻
撃

隊
戦
没
者
慰
霊
祭
が
し
め
や
か
に
行
わ

れ
、
遺
族
や
戦
友
、
遺
族
会
関
係
者
ら

約
４
０
０
人
が
参
列
し
戦
没
者
の
冥
福

を
祈
り
ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争
末
期
、

沖
縄
へ
向
け
、
都
城
西
・
東
飛
行
場
か

ら
出
撃
し
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
特
攻

隊
員
や
、
そ
の
支
援
に
あ
た
り
亡
く

な
っ
た
援
護
隊
員
を
悼
む
こ
の
慰
霊
祭

は
、
今
年
で
35
回
目
を
迎
え
ま
す
。
遺

族
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
山
下
浩

一
郎
さ
ん
（
熊
本
県
）
は
、「
命
の
尊
さ
、

平
和
の
尊
さ
、
そ
し
て
戦
争
の
悲
惨
さ

を
後
世
に
語
り
継
い
で
欲
し
い
」
と
平

和
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

都城市ホームページの「まちの話題Web版」もご覧ください
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堀
之
内
久
男
さ
ん
は
、
大
正
13
年

11
月
10
日
、安
久
町（
旧
中
郷
村
）

に
生
ま
れ
、
海
軍
兵
学
校
卒
業
後
、
昭

和
38
年
５
月
に
38
歳
の
若
さ
で
旧
中
郷

村
長
に
就
任
。
そ
の
後
、
県
議
会
議
員

を
経
て
昭
和
44
年
か
ら
旧
都
城
市
長
に

就
任
し
、
２
期
７
年
９
カ
月
間
に
わ
た

り
市
政
に
携
わ
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
51

年
に
は
、
衆
議
院
議
員
に
初
当
選
後
、

防
衛
政
務
次
官
を
始
め
農
林
水
産
大

臣
、
郵
政
大
臣
を
歴
任
し
、
平
成
15
年

10
月
に
衆
議
院
議
員
を
退
任
。
平
成
13

年
春
の
叙
勲
で
は
、
勲
一
等
旭
日
大
綬

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

自
民
党
総
合
農
政
調
査
会
長
な
ど
を

歴
任
し
農
政
通
と
し
て
知
ら
れ
た
堀
之

内
さ
ん
は
、
県
や
本
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
林
水
産
行
政
の
発
展
に
指
導
役

と
し
て
、
さ
ら
に
は
、
農
業
後
継
者
不

足
に
対
処
す
る
た
め
、
農
業
者
年
金
制

度
改
革
に
力
を
注
ぎ
受
給
者
負
担
の
大

幅
圧
縮
に
貢
献
さ
れ
た
ほ
か
、
口こ
う

蹄て
い

疫

や
牛
海
綿
状
脳
症
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
な
ど
の

対
策
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
の
名
誉
市
民
で
あ
る
堀
之
内

先
生
の
ご
功
績
に
あ
ら
た
め
て
感
謝

の
意
を
捧
げ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す

都
城
市
長　

長
峯　

誠

元
衆
議
院
議
員
で
農
林
水
産
大
臣
、郵
政
大
臣
を
努
め
、新
都
城
市
に
お
い
て

２
人
目
と
な
る
都
城
市
名
誉
市
民
に
な
ら
れ
た
堀
之
内
久
男
さ
ん
に
お
き
ま

し
て
は
、病
気
療
養
中
で
あ
り
ま
し
た
が
、去
る
3
月
31
日
午
前
6
時
50
分
、

85
歳
の
生
涯
を
静
か
に
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。
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自
主
自
律
を
重
ん
じ
る
校
風

都
城
西
高
等
学
校
生
徒
会

「
理
想
・
優
雅
・
自
主
自
律
」
を

校
訓
と
し
て
、
都
城
西
高
校
生
は
、

日
々
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ま
ず
、
定
期
戦
や
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

な
ど
の
全
校
生
徒
が
熱
中
で
き
る
さ

ま
ざ
ま
な
学
校
行
事
を
生
徒
の
手
で

自
主
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。中
で
も
、

「
葵き

碧へ
き

祭さ
い

」
は
西
高
の
最
大
行
事
で

す
。
葵
碧
祭
は
、文
化
の
部
が
２
日
、

体
育
の
部
が
１
日
の
３
日
間
で
構
成

さ
れ
て
い
て
、
特
に
文
化
の
部
で

は
、
ク
ラ
ス
優
勝
を
か
け
た
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
を
は
じ
め
、
バ
ン
ド
演
奏

や
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
盛
り

上
が
り
ま
す
。
体
育
の
部
で
は
、
白

熱
し
た
競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
各

団
の
応
援
も
本
当
に
素
晴
ら
し
い
で

す
。次

に
、
西
高
の
特
徴
で
あ
る
「
西

高
タ
イ
ム
」
は
、
通
常
、
授
業
の
後

に
１
時
間
設
け
ら
れ
、
こ
の
時
間
を

使
っ
て
自
分
が
苦
手
と
す
る
科
目
の

復
習
な
ど
を
行
い
ま
す
。
そ
の
お
か

げ
で
ど
ん
ど
ん
進
む
授
業
に
も
後
れ

を
と
ら
ず
に
つ
い
て
い
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

今
年
か
ら
、
新
た
に
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
科
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
歴
史
と

伝
統
を
誇
る
西
高
は
、
現
在
も
少
し

ず
つ
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
高
校
生
活
が
よ
り
充
実
す
る
よ
う

に
、
わ
た
し
た
ち
生
徒
も
勉
強
だ
け

で
は
な
く
、
学
校
行
事
や
部
活
動
で

も
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

◎学校のシンボル
「イチョウ」
中庭のイチョウ並木は、校舎ほ
どの大木です。初夏は木陰、秋
は黄色いじゅうたんを作り、生徒
たちを50年近く見守ってきました

都城西高等学校
都原町3405　☎23-1904

昭
和
40
年
３
月
８
日
急
行
高
千
穂

号
で
都
城
駅
を
日
の
丸
の
乱
舞
の
中

で
高
校
の
友
人
や
後
輩
に
見
送
ら
れ

な
が
ら
、
18
歳
の
私
は
ま
さ
に
青
雲

の
志
を
抱
い
て
都
城
を
後
に
い
た
し

ま
し
た
。
や
が
て
汽
車
は
出
身
地
の

山
之
口
駅
を
通
過
し
、
青
井
岳
の
ト

ン
ネ
ル
を
抜
け
て
い
き
ま
し
た
が
、

親
兄
弟
や
友
人
と
の
別
離
に
涙
を
こ

ら
え
て
の
上
京
で
し
た
。「
や
ま
ん

く
ち
」
こ
の
響
き
に
私
は
胸
を
打
た

れ
ま
す
。
い
つ
も
帰
省
す
る
た
び
に

「
や
ま
ん
く
ち
」か
ら
仰
ぎ
見
る
高
千

穂
峰
は
日
本
一
品
位
あ
る
美
し
さ
だ

な
あ
と
魅
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

幼
少
年
時
代
の
遊
び
と
い
え
ば
、

現
在
山
之
口
運
動
公
園
に
な
っ
て
い

る
一
帯
で
の
「
戦
ご
っ
こ
」
は
面
白

か
っ
た
な
あ
。
大
勢
の
子
供
を
集
め

て
の
攻
防
戦
。
刀
も
や
り
も
す
べ
て

竹
や
木
切
れ
で
あ
り
ま
し
た
。
小
学

校
で
は
霜
解
け
の
土
俵
で
の
相
撲
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
素
手
で
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
楽
し
み
ま
し
た
。

私
は
都
会
で
の
生
活
の
ほ
う
が
長

く
な
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
都
城
訛

り
か
ら
い
ま
だ
に
抜
け
出
せ
ず
に
い

ま
す
。
都
城
薩
摩
弁
が
取
り
持
つ
縁

で
大
都
会
に
多
く
の
友
人
を
得
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
帰
省
し
た
折
に

温
か
く
迎
え
て
く
れ
る
仲
間
た
ち
、

焼
酎
を
飲
み
な
が
ら
の
昔
話
、
ふ
る

さ
と
「
や
ま
ん
く
ち
」
の
幸
せ
感
じ

る
ひ
と
と
き
で
あ
り
ま
す
。
昨
年
12

月
に
在
京
山
之
口
会
が
発
足
し
ま
し

た
。
現
在
所
在
確
認
は
２
５
０
人
ま

で
増
え
て
い
ま
す
。
関
東
の
空
か
ら

故
郷
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

迫園 満弘
（さこぞの みつひろ）

◎プロフィル
昭和21年山之口町生まれ。都城都島高等学校卒業。現
在、埼玉で測量・調査・設計・補償コンサルタント「株式
会社本州」を経営。「川口市戸塚ソフトボールリーグ」会
長。「在京山之口会」会長

【わがふるさと「やまんくち」】
迫園　満弘さん
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募
　
集

平
成
22
年
度

都
城
市
職
員
採
用
試
験

●
区
分

①
一
般
行
政
職
（
大
卒
・
高
卒
程
度
）

②
消
防
吏
員
（
大
卒
・
高
卒
程
度
）

●
１
次
試
験
日
（
予
定
）　

９
月
19
日
㈰

※ 

採
用
職
種
・
試
験
会
場
な
ど
詳
し
い
試

験
案
内
は
、
７
月
15
日
発
行
の
暮
ら
し

の
情
報
に
掲
載
し
ま
す

問　

職
員
課　

☎
23-

２
１
１
９

市
営
墓
地
の
利
用
者
募
集

●
墓
地
名

東
墓
地
・
西
墓
地
・
南
墓
地
・
北
墓
地

※
い
ず
れ
も
若
干
区
画

●
申
込
期
間　

６
月
８
日
㈫
〜
16
日
㈬

※ 

使
用
区
画
は
申
込
人
数
に
か
か
わ
ら

ず
、
後
日
抽
選
会
を
行
い
決
定
し
ま
す

●
応
募
条
件

①
都
城
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

②
市
営
墓
地
を
使
用
し
て
い
な
い
人

③ 

使
用
許
可
後
３
年
以
内
に
墓
碑
な
ど
の

建
立
が
で
き
る
人

④ 

墓
地
使
用
料
（
区
画
面
積
で
異
な
り
ま

す
）
を
一
括
納
入
で
き
る
人

⑤
１
世
帯
１
区
画
の
み

※ 

区
画
決
定
後
、
１
週
間
以
内
に
使
用
許

可
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　

ほ
か
に
随
時
受
け
付
け
中
の

墓
地
も
あ
り
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

�
問　

電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。
直
接
、
環
境
政
策
課
ま
で

☎
23-

２
１
３
０
（
印
鑑
不
要
）

成
人
式
新
成
人
実
行
委
員

地
区
別
に
開
催
す
る
成
人
式
の
企
画
運

営
を
行
う
新
成
人
の
実
行
委
員
を
、
都
城

地
域
は
中
学
校
区
（
西
岳
・
夏
尾
地
区
は

合
同
）
ご
と
、
総
合
支
所
管
内
は
総
合
支

所
ご
と
に
募
集
し
ま
す
。

今
年
度
成
人
式
を
迎
え
る
新
成
人
の
皆

さ
ん
、
地
区
の
特
色
を
生
か
し
た
成
人
式

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
対
象
者　

平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成

３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
（
市
内
在
住

ま
た
は
出
身
者
）

●
応
募
方
法　

興
味
が
あ
る
人
、
参
加
し

た
い
人
、
ま
た
は
実
行
委
員
と
し
て
推
薦

し
た
い
人
が
い
る
場
合
は
連
絡
く
だ
さ
い

問　

生
涯
学
習
課　

☎
23-
９
５
４
５

ま
た
は
各
総
合
支
所
教
育
課
ま
で

平
成
22
年
度

自
衛
官
募
集

●
区
分　

①
一
般
幹
部
候
補
生

②
一
般
曹
候
補
生

●
募
集
締
め
切
り　

５
月
10
日
㈪
ま
で

問　

自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部
都
城
地

域
事
務
所　

☎
23-

３
９
４
４

（
内
線
３
６
７
・
３
６
８
）

催
　
し

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
場
所　

市
役
所
西
館
１
階
ロ
ビ
ー

【
オ
カ
リ
ナ
】

●
日
時　

５
月
20
日
㈭　

12
時
20
分
〜

●
出
演　

英
心

【
コ
ー
ラ
ス
】

●
日
時　

５
月
27
日
㈭　

12
時
20
分
〜

●
出
演　

歌
う
会

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23-

３
１
７
４

講
座
・
教
室

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座（
無
料
）

～
健
や
か
に
生
き
る
～

●
日
時　

５
月
28
日
㈮　

14
時
〜

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院　

教

育
研
修
棟
（
祝
吉
町
）

●
内
容　

高
血
圧
に
つ
い
て

①
「
高
血
圧
を
ど
う
治
す
？
」

講
師
：
院
長　

小
柳
左
門

②
「
高
血
圧
と
食
事
」

講
師
：
主
任
栄
養
士　

村
上
智
子

●
定
員　

先
着
80
人
（
申
し
込
み
不
要
）

問　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院　

地
域
医

療
連
携
室　

☎
23-

４
１
１
１
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都
城
市
市
民
大
学
講
座

●
日
程
・
内
容
・
講
師（
敬
称
略
）

７
／
６
㈫
都
城
市
の
取
り
組
み

都
城
市
長　

長
峯　

誠

７
／
13 
㈫
都
城
地
域
の
発
展
と
人
育
ち

南
九
州
大
学
人
間
発
達
学
部

教
授 

神
田 

嘉
延

７
／
20 

㈫
老
い
へ
の
準
備
（
相
続
と
遺
言
）

都
城
公
証
人　

新
井　

克
美

７
／
27 

㈫
瞑
眩（
め
ん
げ
ん
）反
応（
好
転
反

応
）に
つ
い
て

吉
田
鍼
灸
指
圧
治
療
院

吉
田　

純
久

８
／
３
㈫
現
代
を
生
き
る
佛
教
的
人
間

浄
土
真
宗
願
成
寺
住
職

藤
本　

高
明

８
／
10 

㈫
み
そ
・
し
ょ
う
ゆ
の
製
造
技
術
と

機
能
性

ヤ
マ
エ
食
品
工
業
㈱

開
発
室
室
長　

吉
田　

秀
恵

８
／
22 

㈰
野
外
研
修
（
鹿
児
島
市
方
面
）

８
／
31 

㈫
『
赤
い
鳥
』
と
都
城
、
漱
石
『
坊
っ

ち
ゃ
ん
』
と
宮
崎
（
延
岡
）

宮
崎
大
学
教
育
文
化
学
部
教
授

菅　

邦
夫

９
／
７
㈫
都
城
の
歴
史
と
都
城
島
津
家
史
料

都
城
島
津
邸　

山
下　

真
一

９
／
14 

㈫
人
生
、
夢
を
持
っ
て
生
き
る

ま
っ
ぴ
ー
ら
農
園
経
営
者

末
平　

文
彦

９
／
21 

㈫
ど
ん
ぐ
り
１
、０
０
０
年
の
森
づ
く

り　

同
会
理
事　

佐
土
原　

裕
一

９
／
28 

㈫
旅
と
三
味
線

津
軽
三
味
線
家
元
・
タ
レ
ン
ト

重
信　

優
（
マ
ー
坊
）

※ 

７
月
６
日
㈫
は
公
開
講
座
で
す
。
会
員

外
の
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
８
月
22

日
㈰
の
野
外
研
修
は
希
望
者
の
み
で

す
。
７
月
13
日
㈫
に
案
内
し
ま
す

●
時
間　

19
時
〜
20
時
30
分

●
会
場　

中
央
公
民
館 

大
集
会
室

●
定
員　

２
０
０
人
（
申
込
順
）

●
受
付
期
間

６
月
１
日
㈫
〜
７
月
５
日
㈪

※
事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
費
用　

２
、０
０
０
円

※
第
１
回
講
座
時
に
会
場
受
付
に
て
納
入

�
問　

生
涯
学
習
課　

☎
23-

９
５
４
５

チ
ャレ
ン
ジ
運
動
教
室（
前
期
）

運
動
が
苦
手
な
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

が
一
緒
に
運
動
を
楽
し
む
『
チ
ャ
レ
ン
ジ

運
動
教
室
』（
前
期
）
を
開
催
し
ま
す
。

●
対
象　

幼
児
の
部　
（
５
歳
〜
６
歳
）、

小
学
生
の
部
（
１
、
２
年
生
）

●
日
程　

５
月
〜
７
月
の
土
曜
日

５
月
22
日
㈯
開
校
（
10
回
程
度
）

●
場
所　

南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス

●
定
員　

幼
児
の
部
、
小
学
生
の
部
と
も

15
組　

※
要
申
し
込
み

●
費
用　

６
０
０
円
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
）

●
締
め
切
り　

５
月
17
日
㈪

�
問　

詳
し
く
は
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
南
九
州
大
学
人
間
発
達

学
部
子
ど
も
教
育
学
科
（
宮
内
）
ま
で

☎
21-

２
１
１
１　

�
46-

１
５
０
１

t.m
iyauchi48@

gm
ail.com

離
乳
食
教
室（
無
料
）

●
日
時　

５
月
14
日
㈮

９
時
30
分
〜
12
時

●
場
所　

高
城
保
健
セ
ン
タ
ー

●
持
参
す
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、
エ

プ
ロ
ン
な
ど　

※
要
申
し
込
み

�
問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

２
６
８
４

パ
パ
マ
マ
教
室

●
日
時　

５
月
16
日
㈰　

９
時
30
分
〜

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
地
下
１
階
）

●
対
象　

妊
娠
中
の
人
と
そ
の
家
族

●
内
容　

赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方

実
習
、
パ
パ
の
妊
婦
疑
似
体
験
な
ど

●
定
員　

12
組　

※
要
申
し
込
み

�
問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

２
６
８
４

健
康
教
室（
無
料
）

●
日
時　

６
月
11
日
㈮　

15
時
〜

●
場
所　

三
州
病
院　

３
階
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
室

●
内
容　

貧
血
の
話

●
定
員　

50
人
（
要
申
し
込
み
）

�
問　

三
州
病
院　

☎
22-

０
２
３
０

季
節
陶
芸

「
父
の
日
絵
付
け
」教
室

父
の
日
に
感
謝
の
言
葉
に
添
え
て
器
を

贈
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

５
月
23
日
㈰　

９
時
〜
16
時

（
約
１
時
間
程
度
）

●
場
所　

竹
楽
の
お
サ
ト
（
竹
楽
館
）

●
費
用　

５
０
０
円

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す

�
問　

竹
楽
館　

☎
58-

６
１
５
０

�は申し込み先、問は問い合わせ先の略ですInformation
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講
座
・
教
室

赤
ち
ゃ
ん
と
遊
ぼ
う

●
対
象　

２
カ
月
〜
５
カ
月
の
乳
児
と
そ

の
家
族　

10
組
程
度　

※
要
申
し
込
み

●
日
時　

５
月
31
日
㈪

13
時
15
分
〜
（
受
付
）

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
地
下
１
階
）

�
問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

２
６
８
４

玉
掛
け
技
能
講
習

●
日
時　

５
月
27
日
㈭
〜
30
日
㈰

●
場
所　

総
合
福
祉
会
館
（
学
科
）

㈱
ブ
ン
リ
高
木
工
場
（
実
技
）

●
対
象　

18
歳
以
上

●
定
員　

80
人

●
受
講
料　

２
万
５
、０
０
０
円

（
免
除
者
は
、
２
万
３
、０
０
０
円
）

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
１
、５
０
０
円

�
問　

宮
崎
労
働
基
準
協
会
都
城
支
部

☎
24-

５
６
０
３

剪
定・庭
管
理
講
習

●
定
員　

20
人

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
対
象
者　

県
内
在
住
の
求
職
者
で
、
お

お
む
ね
60
歳
台
前
半
の
高
齢
者

●
受
講
料　

無
料

●
実
施
場
所　

早
水
公
園
み
ど
り
の
相
談

所
ほ
か　

野
添
緑
地
建
設

●
講
習
期
間　

７
月
８
日
㈭
〜
７
月
22
日

㈭�
問　

６
月
23
日
㈬
ま
で
に
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
㈳
宮
崎
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
（
〒
880-

０
８
６
７
宮
崎

市
瀬
頭
二
丁
目
６-

14
）

☎
０
９
８
５-

31-

３
７
７
５

�
０
９
８
５-

31-

３
７
７
６

相
　
談

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン・く
す
の
き

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
で
は
、

女
性
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す

る
電
話
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

●
相
談
専
用
電
話　

☎
36-

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時
）

消
費
生
活
相
談

多
重
債
務
や
悪
質
商
法
な
ど
消
費
生
活

に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

５
月
21
日
㈮　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23-

７
１
５
４

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
相
談（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女

性
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

５
月
19
日
㈬　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

５
月
25
日
㈫　

13
時
〜
16
時

※ 

専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

受
け
付
け
ま
す
。
相
談
に
関
す
る
秘
密

は
守
り
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23-

７
１
５
７

行
政
相
談

●
日
時　

５
月
20
日
㈭　

９
時
〜
12
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

問　

秘
書
広
報
課　

☎
23-

３
１
７
４

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
み
や
こ
の
じ
ょ
う

法
律
無
料
相
談

●
日
時　

５
月
19
日
㈬　

18
時
〜
21
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

多
重
債
務
、
サ
ラ
金
関
係
、
金

銭
貸
借
な
ど

●
定
員　

12
人
程
度　

※
要
予
約

�
問　

宮
崎
県
司
法
書
士
協
会
都
城
支
部

☎
25-
３
２
４
０

182010.5



こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
無
料
）

精
神
科
の
病
気
、
心
の
健
康
に
関
す
る

問
題
や
不
眠
、
抑
う
つ
、
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
、
薬
物
問
題
、
そ
の
ほ
か
の
依
存
に
関

す
る
相
談
に
精
神
科
の
医
師
が
応
じ
ま

す
。

●
日
時　

５
月
27
日
㈭

13
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

都
城
保
健
所

※ 

前
日
ま
で
に
保
健
所
疾
病
対
策
担
当
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

�
問　

都
城
保
健
所　

☎
23-
４
５
０
４

宮
崎
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

出
張
相
談（
無
料
）

県
で
は
求
職
者
の
生
活
の
安
定
と
再
就

職
の
促
進
を
図
る
た
め
、
求
職
者
に
対
す

る
生
活
・
就
労
支
援
を
行
う
出
張
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

毎
月
第
２
水
曜
日
・
４
月
曜
日

10
時
〜
16
時

●
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城

問　

宮
崎
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
８
５-

60-

７
４
１
０

産
業
財
産
権
相
談
事
業

特
許
相
談（
無
料
）

●
日
時　

５
月
18
日
㈫　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
議
所

●
内
容　

特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、
商

標
な
ど

問　

工
業
振
興
課　

☎
23-

２
７
５
３

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談（
無
料
）

身
体
測
定
や
、
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ

る
育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
対
象　

１
カ
月
〜
１
歳
未
満

●
日
程
・
場
所

5
／
25
㈫　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

5
／
27
㈭　

13
時
30
分
〜
14
時

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

※
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

問　

こ
ど
も
課　

☎
23-

２
６
８
４

お
知
ら
せ

6
月
1
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」で
す

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。
現
在
、
全
国
で
は
約

１
万
４
、
０
０
０
人
の
人
権
擁
護
委
員
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
人
権
を

守
る
た
め
に
、
地
域
の
中
で
人
権
思
想
を

広
め
、
人
権
侵
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に

見
守
る
と
と
も
に
、人
権
相
談
へ
の
対
応
、

講
演
会
や
座
談
会
の
開
催
な
ど
を
通
じ

て
、
積
極
的
に
人
権
を
守
る
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

市
内
で
は
、
市
長
が
推
薦
し
、
法
務
大

臣
の
委
嘱
を
受
け
た
人
権
擁
護
委
員
23
人

が
活
動
し
て
い
ま
す
。
人
権
に
つ
い
て

困
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
き
に
は
、
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

問　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

☎
22-

０
４
９
０

●
都
城
市
の
人
権
擁
護
委
員

【
都
城
地
域
】

立
野　

勝
己
さ
ん　

☎
46-

９
８
７
０

塩
月　

靖
子
さ
ん　

☎
24-

１
３
４
４

鎌
田　

和
章
さ
ん　

☎
37-

２
８
５
１

竹
之
下
英
浩
さ
ん　

☎
25-

８
４
７
５

臼
杵
ひ
と
み
さ
ん　

☎
37-

２
４
０
１

永
田　

光て
る

充み
つ

さ
ん　

☎
24-

０
８
４
８

岩
佐　

禮れ
い

子こ

さ
ん　

☎
25-

９
５
８
９

𠮷
田　

艶
子
さ
ん　

☎
39-

４
４
０
２

林　
　

尚
子
さ
ん　

☎
23-

２
８
２
４

【
山
之
口
地
域
】

前
田　

宣の
ぶ

弘ひ
ろ

さ
ん　

☎
57-

３
７
０
０

川
添
智
惠
子
さ
ん　

☎
57-

４
２
１
０

川
内　

邦
昭
さ
ん　

☎
57-

３
４
０
９

【
高
城
地
域
】

堤　
　

厚
夫
さ
ん　

☎
59-

９
８
４
７

池
田　

洋
子
さ
ん　

☎
58-

２
５
３
２

新に
い

穗ほ

む
つ
子
さ
ん　

☎
58-

６
０
２
５

田
ノ
上　

哲
さ
ん　

☎
59-

９
８
５
８

【
山
田
地
域
】

鈴
木　

義
勝
さ
ん　

☎
64-

２
２
２
５

日
高　

厚
子
さ
ん　

☎
64-

０
２
５
０

福
森　

利
明
さ
ん　

☎
64-

２
７
５
２

【
高
崎
地
域
】

椎
屋　

妙み
ょ
う
こ子
さ
ん　

☎
62-

０
３
９
１

坂
元　

義
文
さ
ん　

☎
62-

１
６
１
３

仮
屋
由
紀
子
さ
ん　

☎
62-

４
８
５
８

萬ま
ん

德と
く

雄
一
郎
さ
ん　

☎
62-

２
０
１
５

�は申し込み先、問は問い合わせ先の略ですInformation
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お
知
ら
せ

合
同
金
婚
式

市
で
は
、合
同
金
婚
式
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
度
該
当
す
る
夫
婦
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

●
対
象　

昭
和
34
年
４
月
１
日
〜
昭
和
35

年
３
月
31
日
の
間
に
結
婚
し
た
市
内
在
住

の
夫
婦
。
ま
た
は
、
結
婚
後
51
年
以
上
経

過
し
、
今
ま
で
に
市
（
合
併
前
も
含
む
）

の
主
催
す
る
金
婚
の
お
祝
い
を
受
け
て
い

な
い
夫
婦

問　

５
月
28
日
㈮
ま
で
に
各
地
区
の
民
生

委
員
ま
た
は
福
祉
課（
☎
23-

３
１
０
２
）、

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
ま
で

国
保
加
入
者
が
受
診
で
き
る

｢

日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク｣

｢

歯
周
疾
患
検
診
」

｢

18
歳
～
39
歳
の
健
康
診
査
」

【
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
】

「
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
」
と
「
特
定
健

康
診
査
」
の
両
方
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん

●
対
象
者　

次
の
①
〜
③
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
人

① 

昭
和
11
年
４
月
１
日
〜
昭
和
46
年
３
月

31
日
生
ま
れ
の
人

（
平
成
22
年
度
内
で
満
40
歳
以
上
74
歳

以
下
の
人
）

② 

４
月
１
日
現
在
で
、
都
城
市
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
人
で
、
受
診

日
に
お
い
て
も
都
城
市
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
で
あ
る
人

③
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な
い
人

●
定
員　

７
０
０
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

●
受
診
期
間　

７
月
１
日
㈭
〜
平
成
23
年

２
月
28
日
㈪

●
受
診
場
所　

都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

●
受
診
内
容　

診
察
、
身
体
計
測
、
眼
科

検
査
、
聴
力
検
査
、
呼
吸
器
検
査
、
循
環

器
検
査
、
消
化
器
検
査
、
腹
部
超
音
波
検

査
、
脂
質
検
査
、
肝
機
能
検
査
、
膵す
い

機
能

検
査
、
血
液
一
般
、
腎
機
能
検
査
、
糖
尿

病
検
査
、
炎
症
性
反
応
、
甲
状
腺
検
査
、

腫し
ゅ

瘍よ
う

マ
ー
カ
ー
な
ど

●
自
己
負
担
額　

５
、０
０
０
円

�
問　

５
月
17
日
㈪
か
ら
保
険
年
金
課

☎
23-

２
６
３
４
（
電
話
で
も
可
）。
申
し

込
ん
だ
人
に
は
受
診
す
る
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
通
知
し
ま
す

【
歯
周
疾
患
検
診
】

●
対
象
者　

実
施
年
度
内
の
日
帰
り
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
人

●
定
員　

１
０
０
人

●
受
診
期
間　

７
月
１
日
㈭
〜

平
成
23
年
３
月
31
日
㈭

●
受
診
場
所　

歯
科
医
師
会
に
加
入
す
る

各
歯
科
医
療
機
関

●
自
己
負
担
額　

６
０
０
円
（
歯
周
疾
患

検
診
の
み
の
受
診
は
で
き
ま
せ
ん
）。
受

診
を
希
望
す
る
人
は
、「（
人
間
ド
ッ
ク
）

決
定
通
知
書
」「
国
民
健
康
保
険
証
」「
歯

周
疾
患
検
診
票
」
を
各
歯
科
医
療
機
関
の

窓
口
に
提
出
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い

問　

保
険
年
金
課　

☎
23-

２
６
３
４

【
18
歳
～
39
歳
の
健
康
診
査
】

●
対
象
者　

次
の
①
〜
③
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
人

① 

昭
和
46
年
４
月
１
日
〜
平
成
５
年
３
月

31
日
生
ま
れ
の
人
（
平
成
22
年
度
内
で

満
18
歳
以
上
39
歳
以
下
の
人
）

② 

４
月
１
日
現
在
で
、
都
城
市
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
人
で
、
受
診

日
に
お
い
て
も
都
城
市
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
で
あ
る
人

③
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な
い
人

●
定
員　

１
５
０
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

●
受
診
期
間

９
月
４
日
㈯
〜
11
月
24
日
㈬
の
指
定
日

●
受
診
場
所　

都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

●
受
診
内
容　

診
察
、
身
体
計
測
、
脂
質

検
査
、
肝
機
能
検
査
、
血
液
一
般
、
腎
機

能
検
査
、
糖
尿
病
検
査

●
自
己
負
担
額　

１
、５
０
０
円

�
問　

５
月
17
日
㈪
か
ら
保
険
年
金
課

☎
23-
２
６
３
４
（
電
話
で
も
可
）。
申
し

込
ん
だ
人
に
は
受
診
す
る
日
の
１
週
間
前

ま
で
に
通
知
し
ま
す
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胃・乳
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
胃
が

ん
検
診
は
30
分
ご
と
に
８
人
ず
つ
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
の
申
し
込
み
は
、
５
月
17

日
㈪
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

●
日
程
・
場
所

６
／
９ 

㈬
祝
吉
地
区
公
民
館

６
／
10
㈭
五
十
市
地
区
公
民
館

６
／
11
㈮
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

６
／
16
㈬
中
郷
地
区
公
民
館

６
／
26
㈯
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
受
付　

８
時
〜
11
時

【
乳
が
ん
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
の
奇
数
年
生
ま
れ
の

市
民
（
昭
和
45
年
、
43
年
、
41
年
…
）

※
乳
が
ん
検
診
は
２
年
１
回

●
日
程
・
場
所

６
／
10
㈭
山
之
口
地
区
公
民
館

６
／
11
㈮
谷
頭
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

６
／
21
㈪
祝
吉
地
区
公
民
館

６
／
22
㈫
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

６
／
23
㈬
横
市
地
区
公
民
館

６
／
24
㈭
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

６
／
30
㈬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

７
／
３
㈯
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
受
付　

９
時
〜
16
時

●
検
診
料　

胃
が
ん
検
診　

９
０
０
円
、

乳
が
ん
検
診　

２
、０
０
０
円

※ 

70
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
や
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
、
保

険
証
や
証
明
書
、
市
が
発
行
す
る
各
種

検
診
自
己
負
担
金
免
除
通
知
書
を
提
示

す
れ
ば
検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

�
問　

健
康
課　

☎
23-

２
７
６
５

環
境
団
体
育
成
事
業
補
助
金

環
境
調
査
や
環
境
教
育
な
ど
の
事
業
を

行
う
団
体
に
対
す
る
補
助
金
で
す
。

●
要
件　

①
団
体
の
過
半
数
の
構
成
員
の

住
所
が
市
内
に
あ
る
こ
と　

②
団
体
の
主

た
る
事
務
所
が
市
内
に
あ
る
こ
と

●
補
助
金　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

（
上
限
10
万
円
）

問　

６
月
30
日
㈬
ま
で
に
環
境
政
策
課

☎
23-

２
１
３
０　

�
25-

６
２
０
０

seikatu@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

市
民
公
益
活
動
支
援
事
業

市
民
活
動
団
体
や
グ
ル
ー
プ
が
自
ら
企

画
・
実
施
す
る
公
益
活
動
に
対
し
て
、
そ

の
事
業
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
で

す
。
補
助
の
種
類
は
次
の
２
種
類
で
す
。

自
立
支
援
型
補
助
金　

活
動
歴
１
年
以
上

の
団
体
を
対
象
に
、
１
事
業
に
つ
き
事
業

費
の
２
分
の
１ （
上
限
20
万
円
）
を
補
助

団
体
育
成
型
補
助
金　

活
動
歴
１
年
未
満

の
団
体
を
対
象
に
、
１
団
体
に
つ
き
事
業

費
の
９
割
（
上
限
10
万
円
）
を
補
助

●
申
請
書　

５
月
31
日
㈪
ま
で
に
、
中
央

公
民
館
・
各
総
合
支
所
な
ど
に
置
い
て
あ

る
募
集
要
項
を
確
認
の
上
、
申
請
書
を
作

成
し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い

●
公
開
審
査
会　

６
月
中
旬
に
開
催
し
ま

す
。
審
査
会
の
日
程
・
会
場
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。
審
査
会
は

だ
れ
で
も
見
学
で
き
ま
す

�
問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

☎
23-

７
１
４
６　

�
21-

３
０
３
４

com
m
unity@

city.m
iyakonojo.m

iyazaki.jp

子
ど
も
を
育
て
る
体
験
活
動

実
施
団
体
へ
の
補
助

子
ど
も
の
体
験
活
動
事
業
を
実
施
す
る

団
体
に
対
し
て
、
そ
の
事
業
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

●
交
付
対
象　

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
対

し
、
家
庭
、
学
校
お
よ
び
地
域
の
協
働
に

よ
り
、
ま
た
は
複
数
の
社
会
教
育
関
係
団

体
が
連
携
し
て
、
自
然
体
験
・
宿
泊
体
験
・

職
業
体
験
な
ど
の
体
験
活
動
事
業
を
実
施

す
る
、
市
内
の
小
学
校
区
以
上
を
単
位
と

し
た
地
域
の
団
体

●
補
助
金
額　

食
糧
費
を
除
い
た
対
象
経

費
の
３
分
の
１
以
内
と
し
、
20
万
円
を
限

度
（
千
円
未
満
切
捨
て
）。
応
募
状
況
に

よ
り
、
補
助
金
額
が
申
請
額
よ
り
下
回
る

場
合
が
あ
り
ま
す

●
申
請
期
限　

５
月
28
日
㈮
ま
で

�
問　

生
涯
学
習
課

☎
23-
９
５
４
５

�は申し込み先、問は問い合わせ先の略ですInformation
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お
知
ら
せ

体
育
施
設
の
利
用

次
の
体
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
各
地

区
体
育
協
会
な
ど
で
事
前
に
利
用
調
整

会
議
を
行
い
利
用
を
許
可
し
て
い
ま

す
。（
山
之
口
運
動
公
園
は
除
く
）

問　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
23-

９
５
４
６

【
姫
城
地
区
】

勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
、
姫
城
公

園
運
動
広
場
、
明
道
小
体
育
館
、
南
小

体
育
館
、
姫
城
中
体
育
館

問　

姫
城
地
区
公
民
館

☎
46-

２
６
０
３

【
妻
ケ
丘
地
区
】

上
長
飯
一
万
城
地
区
体
育
館
、
東
小
体

育
館
、
上
長
飯
小
体
育
館
、
妻
ケ
丘
中

体
育
館

問　

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

☎
23-

８
５
９
２

【
小
松
原
地
区
】

小
松
原
地
区
体
育
館
、
小
松
原
地
区
市

民
広
場
、
大
王
小
体
育
館
、
小
松
原
中

体
育
館

問　

小
松
原
地
区
公
民
館

☎
24-

１
９
０
０

【
祝
吉
地
区
】

祝
吉
地
区
体
育
館
、
川
東
小
体
育
館
、

祝
吉
小
体
育
館
、
祝
吉
中
体
育
館

問　

祝
吉
地
区
公
民
館

☎
23-

２
８
９
０

【
五
十
市
地
区
】

五
十
市
地
区
体
育
館
、鷹
尾
市
民
広
場
、

今
町
小
体
育
館
、
明
和
小
体
育
館
、
五

十
市
小
体
育
館
、
五
十
市
中
体
育
館

問　

五
十
市
地
区
公
民
館

☎
23-

２
１
８
４

【
横
市
地
区
】

横
市
地
区
体
育
館
、
横
市
市
民
広
場
、

西
小
体
育
館
、
西
中
体
育
館

問　

横
市
地
区
公
民
館

☎
25-

２
２
５
７

【
志
和
池
地
区
】

志
和
池
地
区
体
育
館
、
志
和
池
市
民
広

場
、
丸
野
小
体
育
館
、
志
和
池
小
体
育

館
、
志
和
池
中
体
育
館

問　

志
和
池
地
区
公
民
館

☎
36-

０
５
１
９

【
沖
水
地
区
】

沖
水
地
区
体
育
館
、
沖
水
市
民
広
場
、

沖
水
小
体
育
館
、
沖
水
中
体
育
館

問　

沖
水
地
区
公
民
館

☎
38-

１
０
３
３

【
中
郷
地
区
】

中
郷
地
区
体
育
館
、
中
郷
市
民
広
場
、

安
久
小
体
育
館
、
梅
北
小
体
育
館
、
中

郷
中
体
育
館

問　

中
郷
地
区
公
民
館

☎
39-

０
７
１
３

【
庄
内
地
区
】

庄
内
地
区
体
育
館
、
庄
内
市
民
広
場
、

庄
内
小
体
育
館
、
菓
子
野
小
体
育
館
、

乙
房
小
体
育
館

問　

庄
内
地
区
公
民
館

☎
37-

０
８
８
８

【
西
岳
地
区
】

西
岳
地
区
体
育
館
、
西
岳
市
民
広
場

問　

西
岳
地
区
公
民
館

☎
33-

２
０
０
０

【
下
長
飯
】　

下
長
飯
市
民
広
場

問　

下
長
飯
自
治
公
民
館

☎
39-

３
９
５
８

【
大
岩
田
】　

大
岩
田
市
民
広
場

問　

市
斎
場　

☎
39-

０
２
６
０

【
今
町
】　

今
町
地
区
多
目
的
研
修
集
会

施
設

問　

管
理
組
合　

☎
39-

４
３
５
８

【
都
城
運
動
公
園
体
育
施
設
】

体
育
館
、
陸
上
競
技
場
、
野
球
場
、
庭

球
場
、
弓
道
場
、
洋
弓
場
、
武
道
館

問　

都
城
運
動
公
園
管
理
事
務
所

☎
23-

７
５
０
２

【
早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
】

ア
リ
ー
ナ
、
弓
道
場
、
遠
的
弓
道
場
、

会
議
室
、
音
楽
練
習
室
、
視
聴
覚
室

問　

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
管
理
事
務
所

☎
24-

６
４
５
４

【
山
之
口
運
動
公
園
】

体
育
館
、
武
道
館
、
野
球
場
、
陸
上
競

技
場
、
多
目
的
広
場
、
庭
球
場
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
場

問　

山
之
口
教
育
課

☎
57-

３
１
１
１

【
高
城
地
区
体
育
施
設
】

高
城
運
動
公
園
（
総
合
体
育
館
、
野
球

場
、多
目
的
広
場
、庭
球
場
、弓
道
場
）、

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
石
山
体
育
セ
ン

タ
ー
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
高

城
多
目
的
研
修
集
会
施
設
、
高
城
小
体

育
館
、
高
城
中
体
育
館

問　

高
城
地
区
体
育
協
会

☎
58-

５
５
１
４

【
山
田
地
区
体
育
施
設
】

山
田
第
１
運
動
公
園
（
陸
上
競
技
場
・

野
球
場
・
多
目
的
広
場
・
庭
球
場
）、

山
田
第
２
運
動
公
園
、
一
堂
ヶ
丘
運
動

公
園
（
運
動
広
場
・
芝
生
広
場
）、
木

之
川
内
体
育
セ
ン
タ
ー
、
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、山
田
体
育
館
、

山
田
柔
剣
道
場
、
山
田
中
体
育
館

問　

㈱
く
え
び
こ
山
田

☎
64-

３
４
５
５

【
高
崎
総
合
運
動
公
園
】

総
合
体
育
館
、
陸
上
競
技
場
、
多
目
的

広
場
、
庭
球
場
、
野
球
場
、
大
牟
田
地

区
体
育
館

問　

総
合
体
育
館
事
務
所

☎
62-

４
４
４
８

【
高
崎
地
区
体
育
施
設
】

高
崎
小
体
育
館
、
高
崎
中
体
育
館
、
縄

瀬
小
体
育
館
、
笛
水
小
中
体
育
館

問　

高
崎
地
区
体
育
協
会

☎
62-

４
４
４
８

222010.5



銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

倉
庫
な
ど
か
ら
古
い
銃
や
刀
剣
な
ど

を
発
見
し
た
場
合
は
、
最
寄
り
の
警
察

署
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
そ
の
ま

ま
所
有
を
希
望
す
る
場
合
は
、
さ
ら
に

銃
砲
刀
剣
登
録
審
査
会
で
登
録
証
の
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
提
出

書
類
・
手
数
料
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
日
程　

５
月
20
日
㈭
、８
月
20
日
㈮
、

11
月
10
日
㈬
、
平
成
23
年
２
月
10
日
㈭

●
時
間　

９
時
30
分
〜
12
時
、

13
時
〜
16
時

●
場
所　

宮
崎
県
庁
７
号
館

７
４
３
、
７
４
４
会
議
室

問　

県
教
育
庁
文
化
財
課

☎
０
９
８
５-

26-

７
２
５
１

市
営
住
宅
入
居
申
込
説
明
会

６
月
定
期
募
集
に
入
居
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
17
日
㈪

14
時
〜
15
時

●
場
所　

中
央
公
民
館　

大
集
会
室

●
対
象
者　

市
営
住
宅
へ
の
入
居
を
希

望
す
る
人

●
内
容　

市
営
住
宅
の
概
要
や
申
込
方

法※ 

入
居
条
件
な
ど
詳
し
く
は
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

問　

建
築
課　

☎
23-

３
１
０
５

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

対
象
者
に
は
、
子
宮
頸け

い

が
ん
ま
た
は

乳
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付

し
ま
す
。
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
い
た
ら
早

め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

【
子
宮
頸
が
ん
検
診
】

平
成
元
年
４
月
２
日
〜
平
成
２
年
４
月
１

日
、
昭
和
59
年
４
月
２
日
〜
昭
和
60
年
４

月
１
日
、
昭
和
54
年
４
月
２
日
〜
昭
和
55

年
４
月
１
日
、
昭
和
49
年
４
月
２
日
〜
昭

和
50
年
４
月
１
日
、
昭
和
44
年
４
月
２
日

〜
昭
和
45
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

【
乳
が
ん
検
診
】

昭
和
44
年
４
月
２
日
〜
昭
和
45
年
４
月
１

日
、
昭
和
39
年
４
月
２
日
〜
昭
和
40
年
４

月
１
日
、
昭
和
34
年
４
月
２
日
〜
昭
和
35

年
４
月
１
日
、
昭
和
29
年
４
月
２
日
〜
昭

和
30
年
４
月
１
日
、
昭
和
24
年
４
月
２
日

〜
昭
和
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

●
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限

平
成
23
年
２
月
28
日
㈪

問　

健
康
課　

☎
23-
２
７
６
５

�は申し込み先、問は問い合わせ先の略ですInformation

故
堀
之
内
久
男
先
生
の

市
葬
に
つ
い
て

都
城
市
名
誉
市
民
で
、
元
都
城
市

長
の
故
堀
之
内
久
男
先
生
の
長
年
に

わ
た
る
ご
功
績
と
ご
遺
徳
を
し
の

び
、
都
城
市
葬
を
執
り
行
い
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
ご
参
列
く
だ

さ
い
。

●
日
時　

５
月
16
日
㈰

14
時
〜
（
受
付
13
時
〜
）

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
そ
の
他　

供
物
、
供
花
な
ど
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い

●
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行　

駐
車
場

の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
公

共
交
通
機
関
ま
た
は
市
役
所
か
ら
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

〈
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
出
発
時
間
〉

13
時
〜
13
時
40
分

●
総
合
支
所
管
内
の
皆
様
へ

各
総
合
支
所
か
ら
送
迎
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
方
は
５
月
10

日
㈪
ま
で
に
、
各
総
合
支
所
総
務
課

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

〈
送
迎
バ
ス
出
発
時
間
〉　

12
時
50
分

問　

秘
書
広
報
課 

☎
23-

３
１
７
４

〈
会
場
周
辺
の
臨
時
駐
車
場
〉

休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
5/16
㈰

宮永病院（内・胃・外） 22-2015
原田医院（内・小・外） 26-3330
隅病院（内・胃） 62-1100
たかお浜田（外・内） 22-8818
小牧病院（整） 24-1212
いそいち産婦人科（産・婦）22-4585
とほく歯科医院 38-4188

5/23
㈰

宇宿医院（内・小・胃） 25-9031
しげひらクリニック（内）27-5555
大岐医院（内・胃・外） 57-2025
宗正病院（外） 22-4380
なかはら皮膚科（皮膚） 22-1455
くぼた眼科（眼） 26-3100
田中歯科医院 25-6677

5/30
㈰

藤元上町（内） 23-4000
松山医院（内・呼・リウ） 24-1046
教山医院（内・小） 62-1205
飯田整形外科クリニック（整）46-5115
海老原記念（外） 22-2240
やの耳鼻科（耳鼻） 27-5222
土持歯科医院 25-8148

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-
5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認して
ください
◎みやざき医療ナビもご利用ください
http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp

●休日当番薬局
5/16 ㈰ プリマー、そうごうたかお、くげ
5/23 ㈰ みどり、ひまわり、たかお
5/30 ㈰ ケーアイ都城店、ふれあい川東店

調剤日研、サクラ

みやざき医療ナビ
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インフォメーションインフォメーション

ちょっとのぞいてみませんか？
ムジカホールが
楽しいことになっていますよ

●日時・演目
	5月14日㈮　コンテンポラリーダンスのススメ

「親子で楽しめる」
	 21日㈮　小さな魔法使いの大きな大冒険

「親子で楽しめる」
	 26日㈬　カチカチ　リンカリンカ
	 28日㈮　芥川龍之介作『地獄変』
※開演時間、料金などについては問い合わせください

少年少女のための音楽鑑賞会 都城公演

音楽職人が創るステージ

◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

子どもたちに本格的な生の音楽を届けるJASRAC主催の
コンサート。小編成オーケストラの演奏により、クラシック、映
画、アニメなど幅広い分野の楽曲が楽しめます。

●日時：6月26日㈯　14時開演
●会場：都城市総合文化ホール
●チケット：無料招待（応募招待制）
※申込方法は、チラシ・HPなどで確認ください
◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

「
水
草
の
森プラ

ン
ク
ト
ン
の
絵
本
」

今
森
洋
輔（
絵・文
）
岩
崎
書
店（
出
版
）

ミ
ジ
ン
コ
な
ど
の
微
細
な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の

世
界
が
、紙
面
い
っ
ぱ
い
の
拡
大
イ
ラ
ス
ト

で
描
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
ら
く
ら
く
にっ
ぽ
ん
、再
発
見
！

楽
楽
シ
リ
ー
ズ
全
35
冊
」

J
T
B
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ（
出
版
）

写
真
や
図
版
が
豊
富
な
国
内
旅
行
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
シ
リ
ー
ズ
。行
楽
な
ど
の
下
調

べ
な
ど
に
活
用
を
！

「
新
13
歳
の
ハロ
ー
ワ
ー
ク
」

村
上
龍（
著
）
は
ま
の
ゆ
か（
絵
）

幻
冬
舎（
出
版
）

「
国
語
が
好
き
」「
料
理
が
好
き
」「
休
み
時

間
が
好
き
」な
ど
、好
き
な
こ
と
を
き
っ
か

け
に
し
た
子
ど
も
の
た
め
の
職
業
図
鑑
。

お
話
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
５
月
27
日
㈭　

11
時
〜
11
時
30
分

都城市立図書館　●休館日／5月17日・24日・31日、6月3日・7日・8日～17日 ●開館時間／9：30～18：50
※6月8日〜17日は蔵書点検整理のため休館

高城図書館　　　●休館日／5月16日・18日・25日、6月1日・8日・15日 ●開館時間／9：30～18：00

児
童

一
般

青
少
年

◎
問
い
合
わ
せ
都
城
市
立
図
書
館　

☎
22-

0
2
3
9

高
城
図
書
館　
　
　

☎
58-

4
2
2
4 15

6

5
16

鹿
児
島
か
ら
帰
っ
た
都
城
島
津
家

は
、
明
治
12
年
、
こ
の
地
に
邸
宅
を
構

え
ま
し
た
。
昭
和
10
年
に
は
建
て
替
え

を
行
い
、
同
年
に
都
城
で
開
催
さ
れ
た

陸
軍
特
別
大
演
習
時
に
は
閑
院
宮
の
宿

泊
地
と
な
り
ま
し
た
。昭
和
48
年
に
は
、

小
林
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
植
樹
祭
で

来
県
し
た
昭
和
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の

宿
泊
所
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
も
昭

和
48
年
当
時
の
様
子
の
ま
ま
を
公
開
し

て
い
ま
す
。

本
宅
内
に
は
、
郷
土
出
身
の
画
家
で

あ
る
大
野
重
幸
が
描
い
た
板
戸
（
レ
プ

リ
カ
）
や
ら
ん
間
、
山
内
多
門
が
描
い

た
つ
い
た
て
（
レ
プ
リ
カ
）
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
昭
和
天
皇
が
お
過
ご
し
に

な
っ
た
食
事
の
間
や
御
休
憩
の
間
、
寝

所
を
再
現
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
お
す
す
め
の
本

【
都
城
市
立
図
書
館
】
読
み
聞
か
せ
の
部
屋

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

●
５
月
30
日
㈰　

10
時
〜

【
高
城
図
書
館
】

都
城
島
津
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今月号を読んでのわたしの一言

広報Vol.53

問 ① あなたの自宅の防災グッズは何？（自由回答）

答

問 ② 大淀川は、平成20年の水質ランキングで九州
の一級河川26河川中何位？

答

問 ③ ｢学校へ行こう｣ で紹介した都城西高等学校
のシンボルは何？

答

▼

点
線
に
沿
って
お
切
り
く
だ
さ
い（
官
製
は
が
き
で
も
可
）

■３月号クイズ結果【応募総数42通】
◎正解／①34人 ②３月27日㈯ ③商家

国際交流員
のひとりごと

４月、アメリカでは「イースター（復活祭）」
の季節でした。あぁ、イースター。私にとって
本当に楽しい祝日です。でも、イースターを知
らない人にとってイースターエッグ（卵）、イー
スターバニー（ウサギ）というものの由来は分
からないでしょう。実は、アメリカ人もほとん
ど分からないと思います。最近では、バレンタ
インデーのようにチョコレート会社の営利のた
めにチョコレートを交換したり、食べたりする
祝日に変わってきましたが、イースターはもと
もとキリスト教の祝日で、イエス・キリストが
よみがえった日とされています。現在では、キ
リスト教徒じゃない人も祝います。欧米では卵
やウサギは「新生」や「豊じょう」の象徴です。
それは、卵からは新しい命が生まれるし、ウサ
ギはたくさん赤ちゃんを産むからです。
イースターを信じる、信じないにかかわらず、

友達や親戚とお菓子を食べたり、隠したイース
ターエッグを探したりしたら、楽しい時間を過
ごせると思いますよ。

クイル・アンダーソンさん
（アメリカ）Vol.3

「イースターバニー登場」

◎問い合わせ　生活文化課・国際化担当� ☎23-2295

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

読
者からの

◯
な
つ
か
し
い
土
間
な
ど
が
あ
る
旧
後
藤
家

商
家
交
流
資
料
館
。
当
時
の
暮
ら
し
が
う

か
が
え
る
施
設
が
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら

ず
、
そ
の
ま
ま
の
姿
で
残
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。�

（
下
川
東
二
丁
目　

Ｋ
さ
ん
）

◯
都
城
島
津
邸
に
今
度
行
っ
て
み
ま
す
。
都

城
を
代
表
す
る
史
跡
が
増
え
て
う
れ
し
い

で
す
。�
（
南
鷹
尾
町　

Ｍ
さ
ん
）

◯
都
城
に
生
ま
れ
、
都
城
で
育
ち
、
都
城
で

子
育
て
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
町
の
雰
囲
気
は
変
わ
り
ま
し
た

が
、
川
や
山
な
ど
の
自
然
は
変
わ
っ
て
い

な
く
て
ほ
っ
と
し
ま
す
。

（
鷹
尾
三
丁
目　

り
ん
り
ん
さ
ん
）

◯
現
在
、
私
の
地
区
で
「
や
っ
こ
踊
り
」
と

い
う
伝
統
芸
能
の
復
活
に
向
け
、
練
習
し

て
い
ま
す
。
初
め
て
の
こ
と
で
す
が
、
皆

さ
ん
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
高
城
町　

や
わ
ら
ち
ゃ
ん
）

◯
日
照
時
間
が
長
い
都
城
。
こ
の
環
境
を
生

か
し
て
、
Ｃ
O2
削
減
の
た
め
に
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
を
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。�

（
高
木
町　

ゆ
き
ば
あ
ち
ゃ
ん
）

◯
４
月
か
ら
都
城
泉
ケ
丘
附
属
中
学
校
が
開

校
し
ま
す
ね
。
素
晴
ら
し
い
伝
統
を
受
け

継
い
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

（
五
十
町　

Ｍ
さ
ん
）
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電話番号　（　　　　　）　　　　　－

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

P O S T  C A R D

お手数ですが
50円切手を
お張りください

都城市役所秘書広報課行
（広報 都城 No.53 2010年 5月号）

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電
話番号と、今月号を読んでのわたしの一言を書いて
〒885-8555 秘書広報課まで。正解者の中から抽選
で1人にプレゼントを差し上げます。

※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、
当選者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締切　５月31日㈪　当日消印有効
◎発表　本紙７月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業所を募集
しています。詳細については秘書広報課まで問い合わ
せください

◎３月号当選者　川畑フヂ子さん（都原町）

読者プレゼント今月の

※5月16日～6月15日の日程

▪山之口弥五郎どんの館（山之口町）�☎57-3713
開館時間　9：00～17：00

入館料　無料
休館日　5月17日・24日・31日、6月7日・14日

▪たちばな天文台（高崎町）� ☎62-4936
開館時間　9：30～17：00

金土、�の前日は19：00～22：00も開館
入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　5月20日
※この時期は、土星が最高に美しく見えます

▪人形の館（山之口町）� ☎57-5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般210円 高校生150円 小・中学生100円
休館日　5月17日・24日・31日、6月7日・14日

▪高城郷土資料館（高城町）� ☎58-5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般210円 高校生150円 小・中学生100円
休館日　5月17日・24日・31日、6月7日・14日

▪都城歴史資料館（都島町）� ☎25-8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般210円 高校生150円 小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　5月17日・24日・31日、6月7日・14日

▪美術館（姫城町）	 ☎25-1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）

入館料　無料
休館日　5月17日、5月24日～6月10日、6月14日
◎収蔵作品展「都城島津の絵師から現代まで」

▪旧後藤家商家交流資料館（高城町）�☎58−6900
開館時間　10：00～16：00

入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　5月17日・24日・31日、6月7日・14日

施 設 案 内

▪都城島津邸（早鈴町）� ☎23-2116
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）

観覧料　「本宅」小学生以上100円
「都城島津伝承館」一般210円
高校・大学生150円 小・中学校100円

休館日　5月17日・24日・31日、6月7日・14日
伝承館は6月1日～3日まで臨時休館

創業108年の昭栄堂。
おいしいお菓子がたくさ
んありますのでぜひ、おこ
しください。

【都城のなごみ・霧島の樹セット】
和風ソフトクッキー、バームクーヘン
商品提供事業者
昭栄堂（甲斐元町）　☎22-4318



※〔　　〕内は場所、問は問い合わせ先

5月
16日㈰ 9：00～
神柱公園フリーマーケット〔神柱公園〕
問実行委員会　☎23-1832

6月
5日㈯ 10：30～
12番街かっぱげんき市〔中央通り12番街〕
問商業観光課　☎23-2615

5日㈯～6日㈰
お口の健康フェスティバル〔交流プラザ〕
問都城市北諸県郡歯科医師会　☎24-2218

5日㈯ 13：30～
お田植祭〔東霧島神社〕
問東霧島神社　☎62-1713

6日㈰ 9：00～
高崎町どろんこバレーボール祭
〔高崎小学校南側の水田〕
問高崎町総合体育館　☎62-4448

13日㈰ 8：00～
都城ぼんち市〔東中町通り〕
問都城商工会議所　☎23-0001

13日㈰ 8：00～
あじさい朝市〔山之口総合支所敷地内〕
問あじさい市部会　☎57-2016

13日㈰ 10：00～
くまその里よろず市〔滝の駅せきのお〕
問くまその里よろず市実行委員会　☎37-0373

イベントカレンダー
5/16
～
6/15

テレビ番組の案内

ラジオ番組の案内
■MRTラジオ（AM放送936kHz）
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週：月〜金曜日（祝日除く）15：30〜15：45
市民参加型のラジオ番組を放送しています。
出演については、秘書広報課（☎23-3174）

■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
「インフォメーションM」　毎週：月〜金曜日
9：49〜9：54、16：25〜16：30（再）
市からのお知らせ、イベント情報などを放送します。
毎週火曜日放送の「BON☆（ボンスタ）」
（12：00〜13：00）でも、市政情報や市民活動の紹
介などを放送しています

■BTVケーブルテレビ（デジタル111ch、アナログ5ch）
※毎回10分間放送
「みやこんじょジャーナル」
① 6：50〜　②11：50〜　③17：50〜
④20：50〜　⑤22：50〜

市の提供番組紹介

◎今後の放送予定
５月21日～30日
「お口の健康フェスティバル」
６月１日～10日
「おかげまつり」
６月11日～20日
「ボンパク紹介」

（　　　　　）
（　　　　　）
（　　　　　）
（　　　　　）

平成22年４月１日現在　　　 （ 前 月 比 ）
世　帯　数
人 口 総 数
　　　　男
　　　　女
※国勢調査に基づく推計人口です

－ 39
－ 789
－ 435
－ 354

都城市現住人口

70,919
167,765
78,587
89,178

世帯
人
人
人

5月５日はこどもの日。こいのぼりの由来は、中国の故
事で、黄河の急流にある竜門と呼ばれる滝を多くの魚

が登ろうとしたが、コイだけが登り切り竜になることがで
きたことからコイの滝登りが立身出世の象徴になったそう
です。それが日本に伝わり、江戸時代から子どもの出世を
願ってこいのぼりを庭先に掲げる風習ができたといわれて
います。そんな願いの込められたこいのぼり。娘がそれを
見ながら一言「食べれるの？　おいしいの？」（知）

庄内町に伝わる熊襲踊りは、かつて南九州を支
配していた熊襲族の酋長熊

くま

襲
そ

武
たける

を日
やまと

本武
たけるのみこと

尊が討ち
取ったことを喜ぶ踊りとも、
成仏できない熊襲族の霊を慰
める踊りともいわれています。
異形の面をつけ腹には大き
なバラ太鼓、背中にはしめ縄
を背負い、かねや太鼓に合わ
せ勇壮に、時にこっけいに踊
ります。

熊襲踊り
今月の表紙

27 Miyakonojo City Public Relations 2010.5


